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序

こ
こ
に
『市
川
百
十
郎
資
料
目
録
』
が
刊
行
で
き
ま
す
こ
と
を
、
誠
に
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

さ
て
市
川
百
十
郎
は
、
各
務
原
の
生
ん
だ
有
名
な
旅
廻
り
役
者
で
あ
り
ま
す
。
現
在
も
な
お
、
「各
務
の
舞
台
」と
し
て
国
の
指
定
を
受
け
て
い
る
村
国
 

座
で
は
、
各
務
地
区
の
児
童
や
大
人
た
ち
の
努
力
に
よ
っ
て
、
農
村
歌
舞
伎
の
灯
が
と
も
し
続
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
市
川
百
十
郎
の
人
生
は
、
地
芝
 

居
の
盛
ん
な
土
地
柄
で
生
を
受
け
た
こ
と
に
大
き
く
影
響
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
旅
廻
り
稼
業
を
や
め
て
地
元
に
腰
を
す
え
て
か
ら
も
、
周
辺
地
域
 

の
青
年
た
ち
に
演
劇
指
導
を
す
る
と
い
う
形
で
、
地
域
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
旅
廻
り
の
生
活
で
故
郷
を
離
れ
て
い
た
時
代
に
も
、
境
川
沿
い
 

の
堤
に
桜
の
苗
木
を
植
え
る
な
ど
の
思
い
を
抱
き
、
苗
木
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
、
現
在
の
よ
う
な
見
事
な
桜
並
木
と
な
り
ま
し
た
。

最
近
と
み
に
、
地
方
自
治
の
あ
り
方
や
地
域
お
こ
し
に
つ
い
て
取
り
沙
汰
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
有
名
な
明
治
時
代
の
民
俗
学
者
で
あ
っ
た
 

柳
田
国
男
は
「郷
土
で
郷
土
を
」
と
い
う
地
域
の
と
ら
え
方
を
述
べ
て
い
ま
す
。
当
世
風
に
言
え
ば
、
「地
域
で
地
域
を
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
 

か
。
こ
の
こ
と
は
心
で
思
っ
て
み
て
も
、
あ
る
い
は
口
か
ら
出
る
言
葉
で
言
っ
て
み
て
も
、
実
際
に
行
う
と
な
る
と
大
変
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
点
、 

桜
の
苗
木
の
寄
贈
一
つ
を
と
っ
て
み
て
も
、
市
川
百
十
郎
の
肩
肘
張
ら
な
い
さ
り
げ
な
い
行
為
が
、
如
何
に
偉
大
な
行
い
で
あ
っ
た
か
改
め
て
実
感
さ
れ
 

ま
す
。

旅
廻
り
役
者
と
い
う
一
見
華
や
か
な
稼
業
の
中
に
も
、
平
凡
な
民
衆
の
一
人
と
し
て
激
動
の
時
代
を
生
き
た
人
物
の
関
係
資
料
を
大
切
に
し
て
い
く
こ
 

と
は
、
地
域
に
根
ざ
す
地
方
行
政
の
あ
り
方
を
求
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
本
報
告
書
が
、
わ
た
く
し
た
ち
の
身
近
な
先
人
の
足
跡
を
広
く
 

市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
「地
域
で
地
域
を
」の
意
識
で
、
町
お
こ
し
のH

ネ
ル
ギ
ー
が
広
が
る
た
め
の
き
っ
か
け
作
り
に
で
も
な
 

れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

終
わ
り
に
あ
た
り
ま
し
て
、
本
報
告
書
の
発
行
に
ご
尽
力
下
さ
い
ま
し
た
方
々
に
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

平
成
四
年
三
月

各
務
原
市
教
育
長

水
 
野



市
川
百
十
郎
資
料
目
録

目
 
次

序目
次

凡
例

市
川
百
十
郎
資
料
に
つ
い
て
—
足
跡
と
資
料
の
特
色
！

I
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じ
め
に
.
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n
市
川
百
十
郎
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略
歴
.
.
.

m
市
川
百
十
郎
の
人
と
な
り
の
一
側
面
： 
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の
概
要
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市
川
百
十
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資
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目
録
.

日
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係
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.
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活
関
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新
聞
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図
……

絵
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他
…

四 
興
行
•
一
座
関
係

五 
大
•

小
道
具
関
係

六 
活
動
写
真
映
画
説
明
書
お
ょ
び
認
可
証
関
係

七 
日
本
舞
踊
関
係
.

八 
演
劇
素
材
資
料
関
係
…

九
 
外
題
関
係
.
.
.

資
料
年
月
日
判
明
分
 

資
料
年
月
日
未
詳
分

続
き
物
.
.

一
幕
物
.
.

一
〇
脚
本
関
係
.
.
.

歌
舞
伎
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本
.

青
年
歌
舞
伎
•

新
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脚
本
，
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.
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.
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大
正
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年
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.

.

.

.

.
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凡

例

本
報
告
書
は
、
各
務
原
市
出
身
の
旅
廻
り
役
者
、
市
川
百
十
郎
の
遺
品
の
内
、
各
務
原
市
歴
史
民
俗
資
料
館
へ
永
久
寄
託
さ
れ
た
資
料
分
の
目
録
で
 

あ
•

る
0

本
報
告
書
は
、
口
絵
、
資
料
解
説
、
目
録
、
影
印
の
四
部
構
成
か
ら
な
っ
て
い
る
。

口
絵
の
部
は
、
興
行
広
告
の
一
部
と
上
演
風
景
お
よ
び
生
活
の
一
齣
を
写
し
た
も
の
の
写
真
を
収
録
し
た
。

資
料
解
説
は
、
一
部
分
、
新
聞
記
事
を
転
載
し
て
あ
る
。

転
載
し
た
新
聞
記
事
は
、
市
川
百
十
郎
の
登
場
す
る
新
聞
記
事
の
ぅ
ち
、
百
十
郎
の
人
と
な
り
に
か
か
わ
る
も
の
や
各
務
原
市
と
関
係
の
深
い
も
の
 

を
選
ん
で
収
録
し
た
。

転
載
の
新
聞
記
事
は
、
送
り
仮
名
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
そ
れ
以
外
の
疑
問
な
箇
所
に
は
(

マ
マ
)
を
付
け
た
。

目
録
は
、
便
宜
上
、
一
一
種
類
に
分
類
し
て
収
録
し
た
。

目
録
の
分
類
の
大
項
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
日
記
関
係
、
備
忘
録
関
係
、
生
活
関
係
、
興
行
•
一
座
関
係
、
大
•

小
道
具
関
係
、
活
動
写
真
映
画
説
明
書
 

お
よ
び
認
可
証
関
係
、
日
本
舞
踊
関
係
、
演
劇
素
材
資
料
関
係
、
外
題
関
係
、
脚
本
関
係
、
衣
裳
関
係
と
し
た
。

目
録
の
外
題
関
係
の
分
類
は
、
村
国
座
子
供
歌
舞
伎
の
振
付
け
指
導
者
で
あ
る
、
当
市
在
住
の
大
谷
白
菊
(

長
縄
き
ぬ
え
)
さ
ん
か
ら
指
導
を
受
け
 

た
。

目
録
中
で
使
用
し
た
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
表
に
準
拠
し
た
が
、
形
の
著
し
く
変
わ
る
文
字
に
つ
い
て
は
、
原
題
に
従
っ
て
旧
漢
字
を
使
 

用
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

外
題
は
、
歌
舞
伎
特
有
の
表
現
と
考
え
、
当
て
字
の
ま
ま
使
用
し
た
。

目
録
中
の
題
名
の
中
に
は
、
原
題
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
便
宜
的
に
仮
題
を
付
け
て
載
せ
た
も
の
が
あ
る
。

大
正
八
年
の
「清
帳
」
は
、
上
演
契
約
の
履
行
覚
え
に
あ
た
る
も
の
で
、
市
川
百
十
郎
の
興
行
実
態
を
探
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
特
に
影
印
 

収
録
し
た
。

本
報
告
書
の
資
料
解
説
は
、
歴
史
民
俗
資
料
館
の
上
村
惠
宏
が
ま
と
め
た
。

写
真
図
版
お
よ
び
校
正
等
は
、
歴
史
民
俗
資
料
館
の
斎
藤
文
彦
•

上
村
惠
宏
•

足
立
秀
成
•

佐
藤
浩
子
が
担
当
し
た
。



市
川
百
十
郎
資
料
に
つ
い
て

I
足
跡
と
資
料
の
特
色
—



市
川
百
十
郎
資
料
目
録

市
川
百
十
郎
資
料
に
つ
い
て
 

—
足
跡
と
資
料
の
特
色
—

I
 
は
じ
め
に

「市
川
百
十
郎
資
料
」
の
寄
託
を
う
け
た
各
務
原
市
歴
史
民
俗
資
料
館
で
 

は
、
平
成
二
年
度
か
ら
関
係
資
料
の
整
理
お
ょ
び
調
査
作
業
を
進
め
て
き
た
。 

そ
の
間
、
市
川
百
十
郎
の
足
跡
に
つ
い
て
、
日
誌
を
繰
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
 

に
な
っ
た
成
果
が
、
当
館
の
『資
料
館
だ
ょ
りj
第
五
号
(

宮
崎
憲
二
)
で 

紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
当
館
寄
託
資
料
の
一
部
が
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
で
展
 

示
さ
れ
、
そ
の
時
の
調
査
の
成
果
も
『岐
阜
県
郷
土
資
料
研
究
協
議
会
会
報
』 

第
五
九
号
(

早
野
博
之
)
で
公
表
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
は
主
に
、
歌
舞
伎
役
者
市
川
百
十
郎
の
足
跡
を
位
置
づ
け
た
作
業
 

で
あ
る
。
上
記
の
成
果
も
参
照
し
な
が
ら
、
以
下
、
市
川
百
十
郎
資
料
の
解
 

説
を
行
う
。

H
市
川
百
十
郎
の
略
歴

市
川
百
十
郎
は
本
名
を
加
藤
斂
作
と
い
う
。
明
治
一
五
年
(
一
八
八
二
)

 

五
月
一
五
日
、
稲
葉
郡
大
島
村
(

現
各
務
原
市
蘇
原
大
島
町
)

で
加
藤
弥
作•

 

な
か
夫
妻
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
古
市
場
村
蘇
原
座
を
は
じ
め
、
各
務
 

村
村
国
座
や
羽
場
村
皆
楽
座
な
ど
、
近
隣
諸
村
が
立
派
な
農
村
歌
舞
伎
の
舞
 

台
を
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
芝
居
(

農
村
歌
舞
伎
)

 

の
盛
ん
な
土
地
柄
に
育
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
幼
少
の
頃
よ
り
、
青
年
た
ち

二

の
演
じ
る
歌
舞
伎
を
好
ん
だ
と
い
う
。

明
治
三
〇
年
斂
作
は
、
父
母
の
承
認
の
も
と
、
名
古
屋
に
在
住
す
る
父
方
 

の
叔
母
を
介
し
て
、
一
五
歳
で
上
京
し
、
歌
舞
伎
役
者
の
三
代
目
中
山
喜
楽
 

に
弟
子
入
り
し
た
。
師
匠
の
喜
楽
は
当
時
、
東
海
地
域
で
一
番
名
声
の
高
い
 

役
者
で
あ
り
、
師
匠
か
ら
一
字
を
も
ら
っ
て
中
山
楽
枝
を
名
乗
っ
た
。
そ
の
 

後
、
明
治
三
六
年
ま
で
、
中
山
喜
楽
一
座
の
旅
廻
り
に
参
加
し
て
、
修
行
時
 

代
を
お
く
っ
た
。
翌
三
七
年
に
は
、
中
村
雀
松
一
座
の
看
板
役
者
に
な
っ
た
 

が
、
一
年
間
ほ
ど
日
露
戦
争
で
徴
兵
さ
れ
た
。
三
九
年
に
復
員
し
、
知
人
と
 

一
座
を
組
み
、
巡
業
活
動
を
再
開
し
た
。

明
治
四
〇
年
に
師
匠
の
中
山
喜
楽
を
う
し
な
っ
た
が
、
四
三
年
に
中
山
楽
 

枝
は
芸
名
を
師
楽
と
改
名
し
た
。
そ
の
間
、
兄
弟
子
で
も
あ
っ
た
歌
舞
伎
界
 

の
大
御
所
、
市
川
八
百
蔵
(

中
車
)
の
門
に
入
っ
て
、
大
正
元
年
(

一九一 

一一)
八
百
蔵
か
ら
最
終
芸
名
と
な
る
市
川
百
十
郎
の
芸
名
を
貰
い
受
け
た
。

そ
の
後
も
芸
道
に
精
進
を
続
け
、
昭
和
五
年
(

一
九
三
〇
)
に
は
『全
国
 

新
旧
俳
優
見
立
大
番
附
』
(

口
絵
四
)

の
中
で
年
収
九
千
円
の
前
頭
に
位
置
づ
 

け
ら
れ
、
歌
舞
伎
界
の
大
立
者
と
比
肩
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
こ
の
ょ
う
 

に
百
十
郎
が
役
者
と
し
て
名
声
を
博
す
る
に
い
た
っ
た
理
由
は
、
歌
舞
伎
に
 

連
鎖
劇
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

連
鎖
劇
と
い
う
の
は
、
舞
台
で
は
不
可
能
な
演
技
を
連
続
映
画
(

連
続
活
 

劇
)
で
演
じ
な
が
ら
、
舞
台
演
劇
と
組
み
合
わ
せ
て
、
よ
り
活
動
的
な
芝
居
 

を
行
う
形
式
の
も
の
で
あ
り
、
関
西
で
発
祥
し
、
関
東
に
波
及
し
た
。
活
動
 

写
真
連
鎖
劇
の
名
称
は
、
明
治
四
三
年
に
沢
村
源
之
助
が
東
京
の
宮
戸
座
で

演
じ
た
「女
ざ
む
ら
い
」
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
特
に
、
東
京
の
本
 

郷
座
を
活
動
拠
点
に
し
た
井
上
正
夫
の
活
動
が
目
立
っ
た
。
新
鮮
さ
と
俳
優
 

の
熱
演
で
、
大
正
期
前
半
に
は
青
年
層
を
中
心
に
人
気
を
博
し
た
。
し
か
し
 

中
央
で
は
、
観
客
層
の
目
が
肥
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
舞
台
芝
居
に
比
較
し
、 

連
続
映
画
そ
の
も
の
が
見
劣
り
す
る
と
い
ぅ
こ
と
も
あ
っ
て
、
大
正
中
期
に
 

な
る
と
早
く
も
衰
退
し
た
。
(

『大
衆
文
化
事
典j}

市
川
百
十
郎
が
連
鎖
劇
を
始
め
た
の
は
、
大
正
八
年
で
あ
る
。
彼
は
そ
れ
 

ま
で
行
っ
て
い
た
歌
舞
伎
に
連
鎖
劇
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
。
ま
た
、
芝
居
 

の
外
題
に
つ
い
て
の
研
究
も
熱
心
で
、
寺
社
縁
起
あ
る
い
は
新
聞
小
説
や
小
 

説
の
単
行
本
な
ど
か
ら
精
力
的
に
演
劇
の
素
材
を
集
め
た
。
当
資
料
目
録
の
 

生
活
関
係
の
項
目
を
み
る
と
、
百
十
郎
の
巡
回
興
行
の
足
跡
と
、
興
行
行
脚
 

の
途
中
で
さ
え
も
演
劇
の
素
材
を
求
め
ょ
ぅ
と
す
る
、
貪
欲
な
ま
で
の
役
者
 

魂
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

m
市
川
百
十
郎
の
人
と
な
り
の
一
側
面
 

市
川
百
十
郎
の
人
と
な
り
を
理
解
す
る
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
新
聞
か
ら
 

関
係
記
事
を
拾
い
上
げ
て
み
た
い
。

陰
にI

老
人
の
〃
夢
"
—
復
活
す
る
名
所
、
境
川
堤
の
サ
ク
ラ

鵜
沼
地
区
を
除
き
観
光
地
の
少
な
い
各
務
原
市
で
は
同
t
b
加
、

蘇
原
地
区
を
流
れ
る
境
川
堤
を
サ
ク
ラ
の
名
所
と
し
て
宣
伝
、
開
発
す
 

る
こ
と
に
な
つ
た
が
、
こ
の
陰
に
は
三
十
余
年
間
、
同
堤
が
サ
ク
ラ
の
 

名
所
に
な
る
こ
と
を
夢
み
て
き
た
老
人
が
い
る
。

同
市
蘇
原
の
市
川
百
十
郎
さ
ん
(

八
：:
で
、
市
川
さ
ん
は
十
五
歳
 

市
川
百
十
郎
資
料
に
つ
い
て

の
と
き
役
者
を
志
し
て
上
京
、
古
い
人
た
ち
に
は
な
じ
み
深
い
"

中
山
 

喜
楽
"
〃
八
百
蔵
"
一
座
を
経
て
〃
立
花
屋
百
十
郎
"
一
座
の
座
長
ま
で
 

つ
と
め
た
。
旅
か
ら
旅
へ
の
生
活
だ
っ
た
が
、
い
つ
も
市
川
さ
ん
の
脳
 

裏
か
ら
は
な
れ
な
か
っ
た
の
は
郷
里
境
川
の
水
明
。
ち
ょ
う
ど
人
気
も
 

上
が
っ
て
き
た
こ
ろ
帰
郷
し
境
川
の
情
緒
に
う
た
れ
、
ふ
と
サ
ク
ラ
の
 

名
所
に
し
た
ら
…
と
思
い
つ
き
吉
野
ザ
ク
ラ
の
苗
千
本
を
寄
贈
し
、
境
 

川
堤
一
帯
に
植
え
た
。
昭
和
六
年
の
こ
と
だ
っ
た
。

サ
ク
ラ
は
順
調
に
成
育
し
、
毎
年
春
に
は
美
し
く
咲
き
乱
れ
る
よ
う
 

に
な
っ
た
が
、
太
平
洋
戦
争
の
悪
化
と
と
も
に
り
っ
ぱ
に
な
っ
た
サ
ク
 

ラ
の
木
は
防
空
ご
う
の
柱
や
板
用
に
無
惨
に
も
乱
伐
さ
れ
て
し
ま
い
戦
 

後
、
役
者
を
引
退
し
郷
里
に
も
ど
っ
た
市
川
さ
ん
の
心
を
痛
め
さ
せ
て
 

き
た
。

そ
れ
で
も
残
っ
た
数
十
本
の
サ
ク
ラ
は
春
に
な
る
と
花
を
咲
か
せ
、 

い
ま
で
は
樹
齢
三
十
余
年
の
名
木
に
な
っ
た
が
名
所
に
し
て
は
観
光
施
 

設
が
な
い
う
え
宣
伝
も
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
忘
れ
ら
れ
た
存
在
 

だ
っ
た
。

一
方
、
各
務
原
市
観
光
商
工
課
で
は
鵜
沼
に
つ
ぐ
観
光
地
を
つ
く
ろ
 

う
と
、
計
画
を
た
て
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
境
川
の
サ
ク
ラ
を
中
心
に
、 

観
光
開
発
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
、
と
り
あ
え
ず
今
シ
ー
ズ
ン
は
同
堤
 

に
三
百
本
の
サ
ク
ラ
の
苗
を
植
え
、
昔
の
名
所
に
復
活
す
る
ほ
か
、
観
 

光
客
を
誘
致
で
き
る
よ
う
ベ
ン
チ
や
茶
店
の
設
置
も
計
画
、
ま
た
中
電
 

で
は
近
く
堤
一
帯
に
水
銀
灯
を
建
設
す
る
な
ど
、
市
川
さ
ん
の
念
願
が

三



市
川
百
十
郎
資
料
目
録

ょ
ぅ
や
く
実
現
す
る
日
が
や
っ
て
き
た
。
(

昭
和
三
八
年
(

一
九
六
三
)

 

六
月
六
日
『岐
阜
日
日
新
聞
』)

あ
る
米
寿

こ
の
ほ
ど
市
川
百
十
郎
丈
か
ら
「米
寿
を
迎
え
た
記
念
に
…
」
と
"

岩
 

見
重
太
郎
"
の
舞
台
写
真
を
送
っ
て
き
た
。
裏
を
返
し
て
み
る
と
大
正
 

十
三
年
撮
影
と
あ
る
。
昭
和
四
十
年
、
私
は
偶
然
の
こ
と
か
ら
ほ
と
ん
 

ど
五
十
年
ぶ
り
に
彼
と
会
っ
た
。
そ
の
時
私
は
彼
に
「あ
な
た
の
岩
見
 

重
太
郎
を
、
い
ま
で
も
ハ
ッ
キ
リ
覚
え
て
い
ま
す
ょ
」
と
話
し
た
。
彼
 

は
そ
れ
を
喜
ん
で
く
れ
た
の
で
あ
る
。
百
十
郎
は
大
正
七
、
八
年
ご
ろ
、 

名
古
屋
の
場
末
小
屋
に
出
て
い
た
役
者
で
あ
っ
た
。
私
は
ま
だ
小
学
生
 

で
母
に
連
れ
ら
れ
て
何
度
も
彼
の
芝
居
を
み
た
。
ヵ
ブ
キ
も
や
っ
た
が
、 

印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
立
川
文
庫
の
「石
見
重
太
郎
」「田
宮
坊
太
郎
」 

「薄
田
隼
人
」
と
い
っ
た
外
題
の
旧
劇
で
あ
っ
た
。
当
時
流
行
し
た
活
 

動
写
真
を
は
さ
ん
だ
い
わ
ゆ
る
連
鎖
劇
で
本
当
に
楽
し
く
面
白
か
っ
た
 

の
で
あ
る
。

そ
の
芝
居
小
屋
が
私
の
住
ん
で
い
た
町
に
近
か
っ
た
せ
い
で
、
昼
間
 

と
き
ど
き
表
を
通
る
素
顔
の
百
十
郎
を
み
か
け
た
。
青
白
い
鼻
筋
の
 

通
っ
た
細
面
に
、
金
プ
チ
眼
鏡
を
掛
け
て
、
こ
ど
も
心
に
〃
い
い
男
だ
 

な
"
と
思
っ
た
が
、
そ
の
こ
ろ
す
で
に
不
惑
の
年
を
越
え
て
い
た
彼
だ
 

か
ら
、
小
学
生
の
私
が
話
し
か
け
る
す
べ
も
な
か
っ
た
。
白
く
塗
っ
た
 

舞
台
顔
が
若
々
し
く
、
口
跡
が
音
吐
朗
々
と
し
て
、
い
ま
の
寿
海
の
せ
 

り
ふ
を
き
く
よ
う
な
さ
わ
や
か
さ
が
あ
っ
た
。

四

そ
れ
か
ら
二
十
年
近
く
た
ち
、
私
は
新
聞
記
者
に
な
っ
て
い
た
。
あ
 

る
博
覧
会
の
取
材
に
出
か
け
て
、
場
内
を
回
る
う
ち
、
聞
き
覚
え
の
あ
 

る
声
を
耳
に
し
た
。
"

百
十
郎
の
声
だ
一
"

彼
は
二
十
年
前
と
同
じ
く
金
 

プ
チ
眼
鏡
を
掛
け
て
場
内
解
説
を
や
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
も
 

私
は
彼
と
話
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

I
そ
れ
以
後
彼
を
見
る
機
会
は
な
か
っ
た
-
と
、
私
は
百
十
郎
の

思
い
出
を
、
こ
う
い
う
文
章
で
結
ん
だ
一
文
に
し
て
、
あ
る
地
方
雑
誌
 

に
寄
せ
た
。
編
集
者
の
注
文
が
"

百
に
ち
な
む
随
筆
を
…
"
と
い
う
こ
 

と
だ
っ
た
か
ら
だ
。
昭
和
四
十
年
の
五
月
の
こ
と
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
彼
は
岐
阜
県
に
健
在
だ
っ
た
。
特
殊
な
雑
誌
だ
っ
た
が
偶
 

然
に
も
彼
の
目
に
触
れ
る
こ
と
に
な
り
「懐
か
し
い
か
ら
会
い
た
い
」

と
私
に
連
絡
し
て
き
た
。
南
京
(

な
ん
き
ん
)
豆
を
ヵ
ジ
り
な
が
ら
彼
 

の
芝
居
を
見
て
い
た
少
年
フ
ァ
ン
は
、
約
五
十
年
ぶ
り
に
市
川
百
十
郎
 

丈
と
の
正
式
会
見
が
実
現
し
た
。
そ
の
と
き

—
か
ら
だ
を
大
事
に
し
て
、
さ
し
当
た
り
ま
ず
八
十
八
の
坂
を
越
そ
 

5
0

と
彼
を
励
ま
し
て
別
れ
た
。
だ
か
ら
私
は
写
真
の
礼
状
に
「こ
ん
ど
 

は
白
寿
を
迎
え
ょ
う
」
と
書
い
た
。
残
暑
厳
し
い
立
秋
の
日
で
あ
っ
た
。

(

織
田
稔
=

本
社
新
聞
総
合
研
究
室
長
、
昭
和
四
三
年
(

一九六八
)

 

八
月
一
〇
日
『中
日
新
聞
』
夕
刊
"

紙
つ
ぶ
て
"
)

市
川
百
十
郎
翁
夫
人
は
瀬
戸
名
士
七
福
神
行
列
の
衣
裳
着
付
の
加
藤
シ
 

ズH

さ
ん

昭
和
二
十
九
年
の
一
月
五
日
深
川
神
社
の
初
え
び
す
祭
に
、
本
社
が
 

協
賛
し
て
「瀬
戸
名
士
七
福
神
行
列
」
と
い
う
の
を
第
一
回
と
し
て
主
 

催
、
昭
和
三
十
八
年
ま
で
、
十
回
連
続
し
て
、
瀬
戸
の
名
士
、
男
子
六
 

十
人
、
弁
財
天
に
扮
装
す
る
お
嬢
さ
ん
十
人
、
そ
れ
に
福
の
神
の
家
を
 

や
っ
て
い
た
だ
い
た
の
が
十
人
、
合
計
八
十
人
が
毎
年
石
神
々
社
に
お
 

い
て
、
岐
阜
市
か
ら
加
藤
シ
ズ
ヱ
さ
ん
と
い
う
衣
裳
方
に
来
て
貰
い
お
 

化
粧
は
い
つ
も
名
古
屋
の
土
屋
さ
ん
で
あ
っ
て
、
短
時
間
に
顔
造
り
、 

着
付
け
に
骨
折
っ
て
下
さ
っ
た
。
そ
の
加
藤
シ
ズ
エ
さ
ん
は
名
士
七
福
 

神
に
参
加
の
方
々
は
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
し
ょ
う
。
又
、
瀬
戸
地
方
に
 

お
け
る
西
川
の
舞
踊
発
表
会
な
ど
に
は
い
つ
も
頼
ま
れ
て
来
ら
れ
た
加
 

藤
シ
ズ
ユ
さ
ん
。
こ
の
人
の
ご
主
人
、
俳
優
市
川
百
十
郎
丈
(

本
名
加
 

藤
is作
氏
•

当
八
十
八
才
)
に
つ
い
て
書
こ
う
。

三
、
四
年
前
に
岐
阜
市
外
—
各
務
原
市
蘇
原
町
大
島
の
市
川
百
十
郎
 

さ
ん
の
宅
を
訪
問
し
た
こ
と
が
あ
る
。

「瀬
戸
に
も
栄
座
や
陶
元
座
、
歌
舞
伎
座
え
興
行
に
来
ら
れ
た
こ
と
 

が
あ
り
特
に
旭
町
の
新
居
で
は
御
大
典
奉
祝
に
村
芝
居
を
や
る
と
い
う
 

の
で
頼
ま
れ
泊
り
が
け
で
お
け
い
こ
を
つ
け
に
来
た
こ
と
が
あ
る
」
と
 

語
っ
て
お
ら
れ
た
。

「瀬
戸
•

明
治
百
年
」、
市
川
百
十
郎
、
百
と
い
う
字
に
何
か
縁
が
あ
 

り
そ
う
と
、
八
十
八
才
の
米
寿
を
祝
う
意
味
も
か
ね
て
各
務
原
市
の
大
 

島
に
、
去
る
十
二
月
七
日
、
市
川
百
十
郎
宅
を
お
訪
ね
し
た
。

目
は
不
自
由
で
新
聞
な
ど
は
読
め
な
く
な
ら
れ
た
が
元
気
に
喜
ん
で
 

市
川
百
十
郎
資
料
に
つ
い
て

迎
え
ら
れ
、
昔
が
た
り
を
二
時
間
近
く
も
聞
い
た
。

「私
は
こ
の
大
島
の
こ
の
家
で
生
ま
れ
ま
し
た
、
十
五
才
の
と
き
役
 

者
を
志
し
て
、
東
京
に
行
き
ま
し
て
ね
、
古
い
人
た
ち
は
お
な
じ
み
の

「中
山
喜
楽
」
の
弟
子
に
な
り
ま
し
た
が
、
喜
楽
が
引
退
し
ま
し
て
か
 

ら
市
川
八
百
蔵
「後
に
市
川
中
車
を
襲
名
の
人
」
の
弟
子
に
な
り
、
八 

百
蔵
の
中
の
百
を
貰
い
市
川
百
十
郎
と
名
乗
っ
た
の
で
す
。

名
古
屋
で
は
、
鍋
屋
町
の
京
桝
座
は
常
打
ち
で
し
た
ね
、「京
桝
座
が
 

百
十
郎
か
、
百
十
郎
が
京
桝
座
か
」
と
ま
で
い
わ
れ
ま
し
た
ね
。

私
の
出
し
物
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
名
古
屋
新
聞
連
載
の
「黒
卜
 

ヵ
ゲ
」
で
し
た
ね
。
あ
れ
は
県
下
は
勿
論
、
近
県
各
地
を
巡
業
し
、
ず
 

い
ぶ
ん
う
け
ま
し
た
よ
、
そ
の
外
、
連
鎖
劇
で
「岩
見
重
太
郎
」
「薄
田
 

隼
人
」
「田
宮
坊
太
郎
」な
ど
が
、
当
り
ま
し
た
よ
、
私
が
二
枚
目
と
し
 

て
の
当
り
狂
言
は
「松
王
丸
」
で
し
た
か
ね
、
特
に
「田
宮
坊
太
郎
」 

劇
で
私
は
「柳
生
飛
驛
守
を
や
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
私
の
十
八
番
の
 

よ
う
な
気
が
し
ま
す
よ
。
「写
真
は
柳
生
飛
驛
守
で
す
」
(

口
絵
六
)
ま
 

あ
、
新
聞
や
雑
誌
に
で
ま
し
た
も
の
も
集
め
て
持
っ
て
い
ま
す
が
、
今
 

で
い
う
マ
ス
コ
ミ
に
も
可
愛
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
し
、
お
客
さ
ま
 

に
も
、
ほ
ん
と
に
ひ
い
き
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

八
十
八
才
に
な
っ
て
隠
居
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
昔
な
つ
 

か
し
く
、
た
づ
ね
て
下
さ
っ
た
り
、
お
手
紙
を
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
 

お
り
ま
す
。

又
、
家
内
の
シ
ズ
エ
が
ご
ひ
い
き
に
あ
づ
か
り
、
各
地
か
ら
引
っ
ぱ
 

五



市
川
百
十
郎
資
料
目
録

り
だ
こ
で
、
踊
り
な
ど
の
衣
裳
方
、
着
付
と
し
て
走
り
廻
ら
せ
て
い
た
 

だ
い
て
お
り
ま
す
。
全
く
有
難
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。」
(

安
藤
政
次
郎
、 

昭
和
四
四
年
一
月
一
日
『大
瀬
戸
』
第
三
三
七
九
号
)

百
十
郎
桜

昨
年
の
夏
、
私
は
本
欄
で
「あ
る
米
寿
」
と
題
し
、
旧
劇
役
者
、
市
 

川
百
十
郎
に
五
十
年
ぶ
り
に
会
っ
た
話
を
書
い
た
。
百
十
郎
は
私
が
幼
 

年
時
代
、
母
に
連
れ
ら
れ
見
に
い
っ
た
場
末
小
屋
の
役
者
で
あ
る
。
そ
 

の
百
十
郎
が
米
寿
を
迎
え
た
こ
と
を
喜
ん
だ
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。 

そ
の
百
十
郎
が
な
く
な
っ
た
。
先
週
の
土
曜
日
で
あ
る
。

百
十
郎
の
家
は
各
務
原
市
、
す
ぐ
近
く
に
境
川
が
流
れ
て
い
る
。
川
 

幅
十
メ
ー
ト
ル
、
だ
が
水
は
乏
し
く
、
実
際
は
 

ー
メ
ー
ト
ル
た
ら
ず
の
 

幅
を
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
流
れ
る
小
川
で
あ
る
。
そ
の
川
の
両
側
に
ビ
ッ
シ
 

リ
桜
が
並
ん
で
い
る
。
こ
の
百
本
以
上
も
あ
る
桜
は
百
十
郎
が
昭
和
五
 

年
に
寄
付
し
て
、
植
樹
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
の
旨
を
記
し
た
碑

(

口
絵
二
三
)
が
橋
の
タ
モ
ト
に
あ
る
。
高
さ
ー
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
粗
 

末
な
御
影
石
で
辻
地
蔵
み
た
い
な
感
じ
の
碑
で
あ
る
。

昨
年
の
暮
れ
、
病
床
の
彼
を
見
舞
っ
た
と
き
「あ
の
桜
が
咲
く
こ
ろ
 

ま
で
に
よ
く
な
っ
て
、
花
見
を
や
ろ
ぅ
よ
。
あ
の
並
み
木
は
す
ば
ら
し
 

い
じ
や
な
い
か
。
百
十
郎
桜
と
命
名
し
た
ら
ど
う
だ
」
と
私
は
励
ま
し
、 

ひ
と
り
で
は
し
ゃ
い
だ
。
あ
の
一
文
以
来
、
彼
の
健
在
を
知
っ
て
彼
に
 

会
い
に
く
る
人
が
相
つ
い
だ
。
そ
れ
を
彼
は
ひ
ど
く
喜
び
、
涙
ぐ
み
な
 

が
ら
私
に
話
し
た
。
半
世
紀
も
前
、
町
の
片
す
み
で
見
た
旧
劇
や
連
鎖

六

劇
に
強
い
郷
愁
を
い
だ
き
、
百
十
郎
を
な
つ
か
し
が
る
人
々
が
以
外
に
 

多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

葬
儀
は
日
曜
日
、
前
夜
来
の
雨
が
上
が
っ
た
暖
か
い
日
だ
っ
た
。
彼
 

の
な
き
が
ら
を
送
り
、
野
辺
送
り
の
人
た
ち
と
も
別
れ
て
、
私
は
ひ
と
 

り
境
川
の
土
手
に
出
た
。
た
そ
が
れ
と
な
る
と
、
さ
す
が
に
早
春
の
風
 

は
冷
た
く
、
桜
の
ッ
ボ
ミ
は
堅
か
っ
た
。
こ
ん
な
に
見
事
な
桜
並
み
木
 

な
の
に
(

花
見
の
ド
ン
チ
ャ
ン
騒
ぎ
は
全
く
な
い
)
と
組
内
の
若
い
人
 

は
い
っ
た
。
市
も
町
も
、
こ
の
並
み
木
を
宣
伝
し
て
い
な
い
ょ
う
で
あ
 

る
0I

先
年
、
水
門
工
事
の
た
め
、
二
、
三
本
切
り
倒
し
た
の
で
す
が
、 

倒
し
て
み
る
と
大
き
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
ね
。
幹
は
一
か
か
え
も
あ
 

る
し
、
そ
の
根
が
ど
ん
ど
ん
伸
び
て
土
手
か
ら
田
ん
ぼ
ま
で
張
っ
て
い
 

る
の
で
す
ょ
。
手
入
れ
も
肥
料
も
や
ら
な
い
の
で
す
が
、
肥
料
は
田
ん
 

ぼ
か
ら
吸
い
上
げ
て
い
る
ん
で
す
ね
 

と
若
者
は
い
っ
た
。

た
だ
ひ
そ
か
に
咲
き
、
ひ
そ
か
に
散
っ
て
い
く
、
ひ
と
に
ぎ
り
の
土
 

と
わ
ず
か
な
水
だ
け
が
そ
の
美
し
さ
を
う
つ
し
つ
づ
け
た
の
で
あ
ろ
う
。 

だ
が
根
だ
け
は
こ
の
土
地
の
土
壤
に
し
っ
か
り
く
い
こ
ん
で
い
る
の
で
 

あ
る
。
そ
れ
は
百
十
郎
の
生
涯
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
一
私
は
深
く
息
 

を
吸
い
、美
濃
の
暮
色
の
中
に
立
ち
つ
づ
け
た
。
(

織
田
稔
=
本
社
新
聞
 

総
合
研
究
室
長
、
昭
和
四
四
年
三
月
一
日
『中
日
新
聞
』
夕
刊
"

紙
つ
 

ぶ
て
"
)

IV遺
品
資
料
の
概
要

「市
川
百
十
郎
資
料
」
は
、
故
人
の
遺
志
を
く
ん
で
、
未
亡
人
の
加
藤
志
 

ず
表
さ
ん
(

平
成
三
年
五
月
他
界
)
か
ら
寄
託
さ
れ
た
。
資
料
総
点
数
は

一

 

九
〇
九
点
で
あ
る
。

「市
川
百
十
郎
資
料
」
は
、
い
わ
ゆ
る
文
字
資
料
と
写
真
.

絵
は
が
き
•

 

地
図
お
ょ
び
芝
居
衣
裳
•

小
道
具
類
等
か
ら
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
文
字
資
 

料
と
し
て
は
、
歌
舞
伎
の
外
題
や
連
鎖
劇
の
脚
本
に
関
す
る
も
の
が
圧
倒
的
 

多
数
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
他
、
日
記
類
を
は
じ
め
、
興
行
の
途
中
で
立
ち
 

寄
っ
た
地
域
の
地
図
類
•

名
所
旧
跡
案
内
•

寺
社
縁
起
な
ど
も
豊
富
で
あ
る
。 

ま
た
、
雑
誌
類
や
読
本
(

小
説
)
類
も
多
い
。

日
記
類
は
、
明
治
三
六
年
(
一
九
〇
三
)
か
ら
昭
和
三
九
年
(

一
九
六
四
)

 

ま
で
の
も
の
が
一
部
の
年
を
除
い
て
揃
っ
て
お
り
、
文
化
史
や
民
衆
史
の
観
 

点
か
ら
、
旅
廻
り
役
者
の
一
生
を
追
跡
調
査
す
る
上
で
、
大
変
、
貴
重
な
も
 

の
と
い
え
る
。

さ
て
、
雑
多
と
も
思
わ
れ
る
ほ
ど
残
存
す
る
、
立
ち
寄
り
先
の
地
図
や
名
 

所
旧
跡
案
内
•

寺
社
縁
起
等
は
、
興
行
の
合
間
に
余
暇
を
楽
し
む
目
的
で
訪
 

れ
、
そ
の
都
度
、
入
手
し
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。
け
れ
ど
も
、
百
十
郎
の
興
行
 

記
録
や
連
鎖
劇
を
は
じ
め
と
す
る
芝
居
の
脚
本
を
見
る
と
き
、
単
な
る
気
ま
 

ぐ
れ
で
立
ち
寄
り
買
い
求
め
た
も
の
で
は
な
い
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
 

れ
は
、
同
様
に
多
く
保
存
さ
れ
て
き
た
、
雑
誌
類
や
読
本
類
を
も
含
め
て
、 

芝
居
の
脚
本
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
み
え
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
百
十
 

郎
に
よ
る
貪
欲
な
ま
で
の
演
劇
素
材
の
探
求
開
発
の
動
向
に
気
付
く
こ
と
で

あ
る
。
ま
さ
に
役
者
魂
と
い
う
べ
き
か
、
専
門
業
者
と
し
て
の
、
役
者
稼
業
 

に
生
き
る
人
間
の
生
き
方
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
別
の
意
義
も
有
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
東
 

北
か
ら
九
州
に
わ
た
る
国
内
地
図
は
、
戦
前
に
お
け
る
各
県
の
地
勢
を
知
る
 

上
で
有
益
な
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、
当
時
の
風
景
を
伝
え
る
絵
は
が
き
も
、 

そ
れ
を
介
し
て
現
在
の
状
況
と
比
較
す
る
上
で
、
同
様
に
価
値
が
あ
る
と
い
 

え
よ
う
。

百
十
郎
資
料
の
二
つ
目
の
特
徴
は
、
連
鎖
劇
の
担
い
手
の
一
人
で
あ
っ
た
 

役
者
の
遺
品
に
ふ
さ
わ
し
く
、
連
鎖
劇
の
フ
ィ
ル
ム
を
比
較
的
豊
富
に
残
し
 

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
文
化
活
動
を
制
約
さ
れ
て
い
た
時
代
の
興
行
活
動
で
 

あ
っ
た
こ
と
を
明
白
に
伝
え
る
、
内
務
省
検
閲
を
受
け
た
証
拠
を
残
す
も
の
 

も
存
在
す
る
。
そ
の
ょ
う
な
状
況
下
で
、
役
者
魂
の
強
い
百
十
郎
が
、
検
閲
 

で
認
可
を
受
け
る
た
め
に
、
作
品
づ
く
り
の
中
で
如
何
な
る
工
夫
を
凝
ら
し
 

て
い
た
か
、
連
鎖
劇
の
フ
ィ
ル
ム
と
と
も
に
、
外
題
の
内
容
を
検
討
し
て
み
 

る
価
値
が
あ
ろ
う
。

三
つ
目
の
特
徴
と
し
て
、
青
年
歌
舞
伎
の
脚
本
類
の
存
在
を
指
摘
し
た
い
。 

す
な
わ
ち
百
十
郎
は
、
旅
廻
り
の
歌
舞
伎
役
者
で
あ
っ
た
が
、
自
分
が
居
住
 

し
て
い
る
地
域
の
農
村
青
年
に
ょ
る
地
芝
居
を
は
じ
め
、
劇
団
お
ょ
び
会
社
 

の
演
劇
ク
ラ
ブ
員
な
ど
の
演
劇
指
導
も
し
て
い
た
。
脚
本
の
成
立
年
代
の
判
 

明
す
る
四
点
か
ら
推
定
す
る
と
、
青
年
た
ち
の
演
劇
指
導
に
か
か
わ
り
を
も
 

つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
戦
後
、
出
身
地
に
腰
を
落
ち
着
け
て
か
ら
の
よ
う
 

で
あ
る
。
旅
廻
り
の
連
鎖
劇
を
や
ら
な
く
な
つ
て
も
芝
居
に
対
す
る
情
熱
は

市
川
百
十
郎
資
料
に
つ
い
て

七



市
川
百
十
郎
資
料
目
録

強
く
、
そ
の
こ
と
が
青
年
歌
舞
伎
の
指
導
に
向
か
わ
せ
る
原
動
力
に
な
っ
た
 

と
考
え
ら
れ
ょ
ぅ
。
そ
の
結
果
、
地
方
娯
楽
文
化
(

地
芝
居
)
の
発
展
に
も
 

貢
献
し
た
の
で
あ
っ
た
。

次
に
、
や
や
細
か
く
分
類
項
目
ご
と
に
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

一、
日
記
関
係

全
部
で
四
五
点
で
あ
る
。
目
録
の
日
記
帳
の
名
称
は
、
史
料
の
名
称
を
使
 

用
し
た
。
「懐
中
日
記
」
と
かni

一
寶
日
記
」
と
い
ぅ
の
は
、
日
記
の
発
行
社
 

ご
と
に
付
け
て
い
る
名
称
で
あ
る
。
中
に
は
、
表
題
が
「清
帳
」
あ
る
い
は
 

「清
算
帳
」と
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、中
身
は
一
般
の
日
記
と
な
っ
 

て
い
る
も
の
も
あ
り
、
表
題
を
無
視
し
て
日
記
類
の
項
目
に
加
え
た
。

一一、
備
忘
録
関
係

全
部
で
二
〇
点
で
あ
る
。
そ
の
内
、
上
演
日
数
あ
る
い
は
開
演
回
数
に
か
 

か
わ
る
も
の
は
五
点
で
あ
る
が
、
表
題
か
ら
は
中
身
が
読
み
取
り
に
く
い
も
 

の
も
あ
り
、
目
録
に
は
表
題
名
で
載
せ
な
が
ら
も
、
内
容
に
基
づ
く
分
類
に
 

ょ
っ
て
載
せ
た
。
通
番
四
八
の
「清
帳
」
は
通
番
四
七
の
「開
演
日
数
帳
」 

と
ほ
ぼ
対
に
な
っ
て
お
り
、
実
施
計
画
に
あ
た
る
「開
演
日
数
帳
」
に
対
す
 

る
実
施
覚
で
あ
る
。
上
演
場
所
を
は
じ
め
市
川
百
十
郎
の
旅
廻
り
の
動
向
や
 

上
演
内
容
が
つ
か
め
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
た
め
、
特
に
「清
帳
」
の
み
影
 

印
で
収
録
し
た
。

金
銭
出
入
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
万
覚
帳
に
か
か
わ
る
も
の
や
買
物
の
通
い
帳
 

に
か
か
わ
る
も
の
は
、
全
部
で
一
五
点
で
あ
る
。
役
者
稼
業
に
ふ
さ
わ
し
く
、 

白
粉
•

下
駄
•

衣
裳
な
ど
に
関
す
る
通
い
帳
や
、
一
座
の
役
者
へ
の
支
払
い

八

に
関
す
る
も
の
が
多
い
。

三
、
 
生
活
関
係

全
部
で
五
一
三
点
で
あ
る
。
そ
の
内
、
新
聞
が
一
一
点
、
地
図
が
四
一
点
、 

絵
は
が
き
が
四
二
六
点
、
そ
の
他
が
三
五
点
で
あ
る
。

地
図
類
で
は
、
昭
和
初
期
か
ら
昭
和
一
〇
年
代
の
各
県
全
図
が
ニ
ニ
府
県
 

分
と
、
東
京
•

京
都
•

名
古
屋
の
三
都
市
分
の
市
街
地
図
が
存
在
す
る
。
百
 

十
郎
の
興
行
の
軌
跡
を
知
る
と
同
時
に
、
戦
前
の
国
内
地
図
を
、
各
県
全
図
 

の
水
準
で
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。

絵
は
が
き
類
で
は
、
興
行
の
合
間
に
訪
れ
た
と
み
ら
れ
る
名
所
旧
跡
や
神
 

社
仏
閣
に
関
す
る
も
の
が
多
い
。
戦
前
の
風
景
写
真
な
ど
は
、
な
か
な
か
得
 

難
い
資
料
の
一
つ
で
あ
る
。
演
劇
素
材
資
料
関
係
に
分
類
し
た
寺
社
縁
起
類
 

と
対
を
な
す
場
合
が
多
く
、
前
述
の
各
県
地
図
と
合
わ
せ
て
使
え
ば
、
百
十
 

郎
の
旅
程
を
た
ど
る
上
で
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

そ
の
他
、
前
述
の
分
類
に
入
ら
な
い
物
が
三
四
点
あ
り
、
百
十
郎
個
人
の
 

生
活
や
性
格
、
人
付
き
合
い
な
ど
、
日
記
と
合
わ
せ
て
使
え
ば
、
彼
の
生
活
 

の
内
面
に
ま
で
理
解
を
深
め
る
手
が
か
り
に
な
り
や
す
い
資
料
で
あ
る
。

四
、
 
興
行
•
一
座
関
係

全
部
で一
〇
七
点
あ
る
。
特
に
、
連
鎖
劇
な
ど
の
興
行
広
告
が
多
い
。
劇
 

場
名
の
入
っ
て
い
る
物
が
六
点
あ
る
が
、
大
半
は
、
劇
場
名
を
書
き
込
む
よ
 

う
に
な
っ
て
い
る
雛
型
ば
か
り
で
あ
る
。
と
も
に
数
色
に
わ
た
る
色
刷
り
の
 

物
が
多
い
。

五
、
 
大
•

小
道
具
関
係

全
部
で
三
八
点
あ
る
。
照
明
器
具
以
外
は
芝
居
の
小
道
具
類
の
分
類
に
入
 

る
物
で
あ
る
。
興
行
•
一
座
関
係
の
小
道
具
帳
な
ど
と
対
応
さ
せ
て
利
用
で
 

ぎ
る
。

六
、
 
活
動
写
真
映
画
説
明
書
お
ょ
び
認
可
証
関
係

全
部
で
二
五
点
で
あ
る
。
戦
前
の
思
想
統
制
と
の
か
か
わ
り
か
ら
、
あ
ら
 

か
じ
め
当
局
か
ら
上
演
内
容
の
検
閲
を
受
け
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
 

も
の
で
、
県
当
局
あ
る
い
は
内
務
省
当
局
の
検
閲
印
の
付
い
て
い
る
も
の
も
 

あ
れ
ば
、
両
方
の
検
閲
印
を
必
要
と
す
る
も
の
な
ど
、
次
第
に
思
想
統
制
が
 

強
化
さ
れ
た
痕
を
窺
わ
せ
る
資
料
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
と
対
に
な
っ
て
 

い
る
と
み
ら
れ
る
、
三
ニ
ミ
リ
の
映
像
フ
ィ
ル
ム
が
九
本
存
在
す
る
。

七
、
 
日
本
舞
踊
関
係

全
部
で一

五
点
で
あ
る
。
日
本
舞
踊
に
関
す
る
雑
誌
で
あ
り
、
踊
り
の
研
 

究
の
た
め
に
買
い
求
め
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。

八
、
 
演
劇
素
材
資
料
関
係

全
部
で
一
一
五
点
で
あ
る
。
雑
誌
や
単
行
本
の
小
説
、
あ
る
い
は
寺
社
縁
 

起
•

伝
記
類
な
ど
か
ら
、
広
く
演
劇
の
素
材
集
め
を
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
 

さ
れ
る
。

九
、
 
外
題
関
係

全
部
で
七
二
七
点
で
あ
る
。
そ
の
内
、
資
料
年
月
日
の
判
明
分
が
一
〇
八
 

点
あ
る
。
ま
た
、
資
料
年
月
日
未
詳
の
も
の
の
内
、
続
き
も
の
と
み
ら
れ
る
 

も
の
が
二
九
六
点
で
、
一
幕
も
の
が
三
二
三
点
で
あ
る
。

■

〇
、
脚
本
関
係

一
般
的
な
外
題
と
い
ぅ
ょ
り
も
演
劇
の
脚
本
と
い
っ
た
ほ
ぅ
が
ふ
さ
わ
し
 

い
も
の
を
分
類
し
た
と
こ
ろ
ニ
ニ
七
点
に
な
っ
た
。
そ
の
内
、
歌
舞
伎
脚
本
 

に
関
す
る
も
の
が
六
点
で
あ
る
。
ま
た
、
農
村
部
の
青
年
や
会
社
関
係
な
ど
 

の
演
劇
ク
ラ
ブ
に
か
か
わ
る
脚
本
と
思
わ
れ
る
も
の
が
一
二
点
あ
る
。
こ
れ
 

ら
は
主
に
青
年
会
な
ど
の
芝
居
指
導
あ
る
い
は
脚
本
監
修
に
か
か
わ
る
資
料
 

で
あ
る
。
市
川
百
十
郎
が
、
旅
回
り
の
役
者
生
活
を
や
め
て
か
ら
も
、
周
り
 

の
青
年
た
ち
を
相
手
に
地
方
演
劇
文
化
の
指
導
で
貢
献
し
て
い
た
こ
と
を
証
 

明
す
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
以
上
の
外
に
、
自
作
の
演
劇
脚
本
が
二
〇
九
 

点
あ
る
。

一
一
、
衣
裳
関
係

歌
舞
伎
や
連
鎖
劇
に
関
す
る
衣
裳
は
全
部
で
七
七
点
に
の
ぼ
っ
た
。
旅
廻
 

り
一
座
の
所
有
す
る
衣
裳
類
で
あ
る
た
め
、
本
歌
舞
伎
の
衣
裳
類
に
比
較
し
 

て
、
素
材
面
で
か
な
り
見
劣
り
が
す
る
の
は
否
め
な
い
。
ま
た
、
一
部
の
衣
 

裳
に
つ
い
て
は
、
ど
の
芝
居
に
ど
の
衣
裳
を
使
っ
た
か
ま
で
わ
か
る
も
の
が
 

あ
り
、
観
客
う
け
す
る
外
題
に
は
比
較
的
質
の
よ
い
衣
裳
を
使
用
し
て
い
た
 

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

市
川
百
十
郎
資
料
に
つ
い
て



市
川
百
十
郎
資
料
目
録



市
川
百
十
郎
資
料
目
録

市
川
百
十
郎
資
料
目
録

明
治
三
六
年
九
月
 

明
治
三
九
年
一
月
 

明
治
四
一
年
一
月
 

明
治
四
三
年
六
月
 

明
治
四
四
年
一
月
 

明
治
四
五
年
一
月
 

大
正
三
年
一
月

史
料
の
名
称
 

日
記
関
係
(

四
五
点
)

 

日
記
帳
 

懐
中
日
記
 

懐
中
日
記
 

懐
中
日
記
 

三
寶
日
記
 

懐
中
日
記
 

懐
中
日
記

八
大
正
三
年
一
〇
月
懐
中
日
記
(

無
記
入
)

大
正
四
年
一
月
 

大
正
六
年
一
月
 

大
正
七
年
一
月
 

大
正
八
年
一
月
 

大
正
九
年
一
月
 

大
正
一
〇
年
一
月
 

大
正
一
一
年
一
月
 

大
正
一
二
年
一
月
 

大
正
ニ
ニ
年
一
月
 

大
正
一
四
年
一
月
 

大
正
一
五
年
一
月
 

昭
和
二
年
一
月
 

昭
和
三
年
一
月

懐
中
日
記
 

三
寶
日
記
 

懐
中
日
記
 

三
寶
日
記
 

懐
中
日
記
 

懐
中
日
記
 

懐
中
日
記
 

懐
中
日
記
 

懐
中
日
記
 

懐
中
日
記
 

懐
中
日
記
 

懐
中
日
記
 

懐
中
日
記

二


一 一二 
昭
和
四
年
一
月
 
懐
中
日
記
 

'
三
昭
和
五
年
一
月
 
懐
中
日
記
 

-
-

四
昭
和
六
年
一
月
 
懐
中
日
記
 

二
五
昭
和
七
年
一
月
 
懐
中
日
記
 

二
六
昭
和
八
年
一
月
 
懐
中
日
記
 

二
七
昭
和
九
年
一
月
 
懐
中
日
記
 

二
八
昭
和
一
〇
年
一
月
 
懐
中
日
記
 

二
九
昭
和
二
年
一
月
 
懐
中
日
記
 

三
〇
昭
和
ニ
ー
年
一
月
 
三
寶
日
記
 

三
一
昭
和
一
三
年
一
月
 
懐
中
日
記
 

三
一
一
昭
和
一
四
年
一
月
 
懐
中
日
記
 

三
三
昭
和
一
五
年
一
月
 
仏
教
日
記
 

三
四
昭
和
一
六
年
一
月
 
懐
中
日
記
 

三
五
昭
和
一
七
年
一
月
 
懐
中
日
記
 

三
六
昭
和
一
八
年
一
月
 
懐
中
日
記
 

三
七
昭
和
一
九
年
一
月
 

Diary

 

三
八
昭
和
一
九
年
一
二
月
明
晴
日
記
帳
 

三
九
昭
和
二
〇
年
一
月
 
懐
中
日
記

四
〇
昭
和
二
〇
年
六
月
 
昭
和
四
年
清
帳
(

昭
和
二
〇
年
の
日
記
)

四
一
昭
和
ニ
ニ
年
一
月
 
大
正
拾
五
年
清
算
帳
(

昭
和
ニ
ニ
年
の
日
記
)

 

四
二
昭
和
二
四
年
一
月
 
清
帳
(

日
記
)

四
三
昭
和
二
八
年

 
懐
中
日
記
 

四
四
昭
和
三
六
年
一
月
 
當
用
日
記
 

四
五
昭
和
三
九
年
一
月
 
當
用
日
記

二
備
忘
録
関
係
(

二
〇
点
)

上
演
日
数
記
録
(

五
点
)

四
六
大
正
四
年
六
月
 

四
七
大
正
八
年
五
月
 

四
八
大
正
八
年
六
月
 

四
九
昭
和
六
年
正
月
 

五
〇
昭
和
一
四
年
正
月

五
一
明
治
四
四
年
一
月
 

五
二
大
正
元
年
八
月
 

五
三
大
正
七
年
一
月
 

五
四
大
正
八
年
一
月

五
五
大
正
八
年
一
月

五
六
大
正
九
年
一
月
 

五
七
大
正
一
〇
年
一
月
 

五
八
昭
和
一
八
年
一
〇
月
 

五
九
昭
和
ニ
ニ
年
七
月
 

六
〇
昭
和
ニ
ニ
年
 

六
一
昭
和
□
年
三
月
 

六
二
年
月
未
詳
 

六
三
//

六
四
//

絵
端
書
日
記
(

僧
侶
劇
上
演
日
数
記
録
)

開
演
日
数
帳
 

清
帳
(

上
演
日
数
記
録
)

正
月
上
演
出
演
者
日
次
記
録
(

當
る
正
月
登
場
連
名
)
. 

大
寶
恵
(

巡
業
日
取
万
覚
)

通
い
帳
お
ょ
び
万
覚
(

一
五
点
)

名
古
屋
白
粉
問
屋
白
粉
通
帳 
一 

萬
覚
帳
(

芸
題
及
場
割
目
録
) 
一 

田
中
屋
下
駄
金
具
製
造
所
通
帳
(

伊
藤
庄
八
宛
)
一

田
中
屋
下
駄
金
具
製
造
所
通
帳
(

山
0

利
助
宛
)
一

田
中
屋
下
駄
金
具
製
造
所
通
帳
(

山
田
宇
之
助
宛
)
一

佐
野
屋
酒
之
通
帳
(

田
中
勝
次
郎
宛
) 
一 

衣
裳
部
買
物
帳
(

立
花
家
て
つ
子
) 
一 

萬
覚
帳 
一 

買
物
覚 

一

 

2
0TEIBOOK:

(

備
忘
録
) 
一 

江
場
忠
株
式
会
社
仕
切
書
(

五
八
三
二
円
)

 
一 

渡
し
金
覚
記 

一

 

2
0TE—B00

穴
(

備
忘
録
)

六
九
昭
和
三
八
年
六
月
 

七
〇
昭
和
四
三
年
八
月
 

七
一
昭
和
四
四
年
一
月
 

七
二
昭
和
四
四
年
三
月

備
忘
(

立
花
屋
加
藤
貞
子
)

 

三
生
活
関
係
(

五
一
三
点
)

新
聞
(

一
一
点
)

六
五
大
正
九
年
四
月
 
岡
崎
朝
報
 

六
六
大
正一

〇
年
一
〇
月
信
濃
時
事
新
聞
 

六
七
昭
和
四
年
二
月
 
名
古
屋
新
聞
 

六
八
昭
和
四
年
三
月
 
名
古
屋
新
聞

市
川
百
十
郎
資
料
目
録

七
三
大
正
 

七
四
大
正
 

七
五
大
正
 

七
六
大
正
 

七
七
昭
和
 

七
八
昭
和

七
九
昭
和
 

八
〇
昭
和
 

八
一
昭
和
 

八
二
昭
和
 

八
三
昭
和
 

八
四
昭
和
 

八
五
昭
和
 

八
六
昭
和
 

八
七
昭
和
 

八
八
昭
和
 

八
九
昭
和
 

九
〇
昭
和
 

九
一
昭
和
 

九
二
昭
和
 

九
三
昭
和

三
年
四
月
 

六
年
三
月
 

一
二
年
一
月
 

一
五
年
三
月
 

二
年
六
月
 

五
年
五
月

一
〇
年
一
二
月
 

二
年
六
月
 

一
一
年
八
月
 

一
二
年
一
月
 

一
二
年
一
月
 

一
二
年
五
月
 

一
二
年
五
月
 

一
二
年
五
月
 

一
二
年
六
月
 

一
二
年
八
月
 

一
二
年
八
月
 

一
二
年
一
〇
月
 

一
三
年
二
月
 

ニ
ニ
年
五
月
 

二一一

年
九
月

岐
阜
日
日
新
聞
 

中
日
新
聞
(

夕
刊
)

大
瀬
戸

中
日
新
聞
(

夕
刊
)

地
図
(

四
一
点
)

松
島
明
細
全
図

改
正
番
地
入
東
京
市
全
図

中
部
日
本
分
割
図
(

名
古
屋
新
聞
附
録
)

最
新
鉄
道
旅
行
図

滋
賀
県
全
図

名
古
屋
市
街
全
図

兵
庫
県
全
図
 

愛
媛
県
全
図
 

静
岡
県
全
図
 

中
央
日
本
豪
華
鳥
瞰
図
 

島
根
県
地
図
 

群
馬
県
地
図
 

福
島
県
地
図
 

宮
城
県
地
図
 

山
口
県
地
図
 

福
井
県
全
図
 

京
都
府
全
図
 

鳥
取
県
全
図
 

福
岡
県
地
図
 

大
分
県
地
図
 

鉄
道
地
図



九
四

九
五九六九

七
九八九

九
 

一〇〇 
一〇一 

一〇二 
一〇三 

一〇四 
一〇五 

一〇六 
一〇七 

一〇八 
一〇九 

一一〇

市
川
百
十
郎
資
料
目
録

昭
和
一
三
年
九
月
 
宮
崎
県
地
図
 

昭
和
一
三
年 
大
名
古
屋
新
区
制
地
図
 

昭
和
一
四
年
一
月
 
香
川
県
地
図
 

昭
和
一
四
年
二
月
 
徳
島
県
全
図
 

昭
和
一
四
年
二
月
 
岡
山
県
全
図
 

昭
和
一
四
年
九
月
 
広
島
県
全
図
 

昭
和
一
四
年
一
二
月
佐
賀
県
地
図
 

昭
和
一
五
年
二
月
 
島
根
県
地
図
 

昭
和
一
五
年
二
月
 
高
知
県
全
図
 

昭
和一

五
年
一
二
月
山
口
県
全
図
 

昭
和
一
六
年
一
月
 
大
東
京
名
所
案
内
図
 

昭
和
一
七
年
三
月
 
静
岡
県
地
図
 

昭
和
一
七
年
三
月
 
栃
木
県
地
図
 

昭
和
一
七
年
九
月
 
大
東
京
交
通
地
図
 

年
月
未
詳 
最
新
標
準
京
都
市
街
図
 

" 
京
都
名
所
案
内
地
図
 

京
阪
電
車
路
線
案
内

ク 
最
新
京
都
市
案
内
図
(

紅
平
商
店
)

//新
式
鉄
道
旅
行
地
図絵

は
が
き
(

四
二
六
点
)

大
正
一
三
年
七
月
 
草
津
温
泉

大
正一

五
年
一
二
月
郵
便
絵
は
が
き
(

大
正
天
皇
御
大
喪
儀
記
念
)

 

昭
和
三
年
九
月
 
御
大
典
奉
祝
名
古
屋
博
覧
会
 

昭
和
三
年
一
一
年
大
礼
記
念
 

昭
和
一
〇
年
九
月
 
兼
六
園
三
十
勝
 

昭
和
一
〇
年
九
月
 
兼
六
園
十
六
景

二
九
昭
和
一
二
年
三
月
 

一
二
〇
昭
和
一
四
年
一
月
 

-
-
-
_

 
年
月
未
詳

二

三
"

一
二
三
"

一
二
四
"

一
二
五
"

ニ
ー
六
か
 

一
二
七
"

一
二
八
"

ニ
ー
九
"

'

三
〇
 
"

ニ
ー
ニ
か
 

一
三
.
//

一
三
三
//

ニ
ニ
四
"

ニ
ー
ー
五
"

一
三
六
//

'

三
七
"

ニ
ー
ー
八
"

ニ
ニ
九
"

一
四
〇
〃

一
四
ー
ク
 

一
四
二
"

一
四
三
//

一
四
四
ク

一
四

名
古
屋
汎
太
平
洋
平
和
博
覧
会

別
府
温
泉

御
霊
地
参
拝
記
念

元
祖
僧
侶
劇
蓮
如
聖
人
記
念

播
州
赤
穂
の
史
蹟

聖
瞋
広
島
大
本
営

宇
佐
神
宮

三
井
寺
勝
景

明
治
神
宮

善
光
寺
二
王
尊

名
蹟
に
富
む
京
都

南
知
多
師
崎
海
岸
十
一
屋
旅
館

官
幣
大
社
笆
崎
宮

日
向
国
内
青
島
の
ピ
ロ
ー
ジ
ユ

甲
斐
御
嶽
絶
勝

吉
崎
名
所

近
江
日
野
鎌
掛
谷
日
本
一
石
楠
花
の
景
 

番
神
堂
参
拝
記
念
 

大
谷
派
本
願
寺
長
浜
別
院
 

明
治
神
宮
宝
物
殿
 

越
前
本
向
寺

奉
安
庫
•

講
堂
増
改
築
落
成
祝
賀
記
念
 

日
清
媾
和
談
判
記
念
 

善
光
寺
 

石
山
八
勝
 

姫
路
白
鷲
城

五五
二
三一

三五
 

三一
三一一九六

 
五

一
四
五
年
月
未
詳
 

5
六

"

四

七

//

四
八
々 

四
九
グ 

五
〇

//

五
一

//

五
二

//

五
三

//

五
四

//

五
五
〃

五
六

//

五
七

//

五
八

//

五
九

//

六
〇

//

六一

//

六
二

//

六
三

//

六
四

//

六
五

//

六
六

//

六
七
ク
 

六
八

//

六
九
ク
 

七
〇
ク

青
島
神
社
 

越
前
国
吉
崎
願
慶
寺
 

善
光
寺

越
後
高
田
名
所

吉
崎
山
西
念
寺
嫁
威
肉
附
之
面

新
築
落
成
記
念
(

日
本
動
産
火
災
保
険
)

三
河
蒲
郡
竹
島
八
百
富
神
社
)

修
善
寺
名
勝
 

木
曾
八
景

伊
勢
崎
織
物
同
業
組
合
 

大
正
天
皇
御
大
喪
儀
記
念
 

京
名
所

越
後
国
幣
中
社
弥
彦
神
社

ア
イ
ヌ

場
所
不
明
 

京
都

日
本
ラ
イ
ン
 

宇
治
名
所
 

近
江
彦
根
八
景
 

広
島
城

軍
事
演
習
(

天
龍
川
架
橋
)

越
前
吉
崎
名
所
 

金
刀
比
羅
宮
 

観
光
の
大
名
古
屋
 

名
古
屋
城
 

高
野
山
金
峯
寺

七
一
年
月
未
詳

七
ニ
ク
 

七
三

//

七
四
ク
 

七
五

//

七
六

//

七
七

//

七
八
ク
 

七
九
ク

A
 
-

八
二

八
三

八
四

八
五

八
六

八
七

八
八

八
九
 

九
〇

九

一

九
二

九
三

一
九
四

一
九
五

明
治
三
三
年
七
月
 

明
治
三
九
年
四
月
 

大
正
一
五
年
二
月
 

昭
和I

五年 

昭
和
二
七
年
 

昭
和
二
七
年
三
月
 

年
月
未
詳
 

昭
和
二
年
 

年
月
未
詳
 

昭
和
二
九
年
一
月
 

年
月
未
詳

市
川
百
十
郎
資
料
目
録

別
府
名
所
 

生
熊
神
社
 

大
和
長
谷
寺
 

箱
根
名
所
 

信
州
木
曾
臨
川
寺
 

奈
良
猿
沢
池
 

政
宗
公
霊
廟
参
拝
記
念
 

芸
能
人
プn

マ
イ
ド
 

市
川
百
十
郎
ブ
ロ
マ
イ
ド
 

そ
の
他
(

三
五
点
)

諸
物
品
取
調
明
細
元
帳
(

伊
藤
家
)

 

感
謝
状
(

稲
葉
郡
義
勇
会
長
)

消
防
組
会
計
部
収
支
決
算
書
 

高
島
之
暦
 

神
宮
館
高
島
暦
 

香
奠
帳
(

加
藤
弥
三
郎
)

亡
父
法
要
案
内
状
 

参
拝
記
念
朱
印
帳
 

旅
行
ス
タ
ン
プ
帳
 

七
福
神
写
真

写
真
(

岐
阜
市
清
水
写
真
)

市
川
百
十
郎
写
真
集
 

市
川
百
十
郎
ガ
ラ
ス
写
真
集
 

市
川
百
十
郎
似
顔
絵
写
真
 

池
尻
松
井
栄
吉
氏
写
真
 

信
貴
山
成
福
院
鈴
木
了
道
書
簡一五



市
川
百
十
郎
資
料
目
録

一六

一九六
一九七

九八九
九 

〇
〇
 

〇一 
〇二 

〇三〇四 
一〇五 

〇
六 

〇
七 

〇八 
〇
九 

一〇
昭
和
四
年
八
月
 

年
月
未
詳

昭
和
四
三
年
八
月
 

年
月
未
詳

四

昭
和
一
二
年
三
月
 

昭
和
一
三
年
一
二
月
 

年
未
詳
四
月
 

年
未
詳
七
月
 

年
未
詳
一
二
月
 

年
月
未
詳

一〇

年
未
詳
六
月
 

大
正
九
年
四
月
 

昭
和
三
年
八
月
 

昭
和
三
年
八
月
 

大
正
一
一
年
四
月
 

大
正
一
五
年
二
月
 

年
月
未
詳
 

昭
和
六
年
八
月

秋
葉
総
本
殿
山
門
建
設
志
納
金
の
礼
状
 

入
鹿
血
縁
堂
建
設
費
有
志
簿
 

前
橋
市
栄
町
弁
天
通
北
爪
章
男
名
刺
 

年
賀
状

黒
蜥
蜴
の
夢
招
待
券

「あ
る
米
寿
」
(

中
日
新
聞
夕
刊
、
紙
つ
ぶ
て
)

雑
文
書

「
マ
ル
ミ
ヤ
友
の
会
」
設
立
案
内
書
 

興
行
•
一
座
関
係
(一
〇
七
点
)

富
山
県
大
黒
座
連
鎖
劇
興
行
広
告

福
岡
県
大
正
座
連
鎖
劇
興
行
広
告

那
加
劇
場
連
鎖
劇
興
行
広
告

彦
島
劇
場
連
鎖
劇
興
行
広
告

八
千
代
劇
場
連
鎖
劇
興
行
広
告

岐
阜
劇
場
歌
舞
伎
実
写
連
鎖
劇
興
行
広
告
(

雛
型
)

歌
舞
伎
大
一
座
興
行
広
告
(

雛
型
)

名
古
屋
新
聞
連
載
小
説
劇
興
行
広
告
(

雛
型
)

興
行
広
告
(

二
四
種
)

行
橋
町
稲
荷
座
連
鎖
劇
出
征
軍
人
家
族
特
別
割
引
券
一
 

芝
居
興
行
約
定
証
(

京
析
座
主
宛
) 
一 

芝
居
興
行
約
定
証
(

知
多
上
野
間
、
大
崎
仁
兵
衛
宛
)

一

 

芝
居
興
行
約
定
証
(

田
平
沢
、
松
田
照
夫
宛
)

 
一 

東
濃
四
郡
劇
場
組
合
規
約 

一

 

市
川
百
十
郎
挨
拶
状 

一

 

開
演
礼
状 

II

 

日
本
興
行
総
覧
(

愛
知
県
版
) 
一 一

七
九

昭
和
一
一
年
度
前
期
俳
優
営
業
鑑
札
(

広
島
県
)

昭
和
一
八
年
三
月
 
興
行
一
座
人
名
簿
御
届
 

大
正
六
年
二
月
 
当
る
狂
言
役
割
帳
 

昭
和
•

二
年
七
月
 
神
霊
矢
口
渡
外
小
道
具
帳
 

年
月
未
詳

 
往
古
曾
根
崎
村
噂
小
道
具
帳
 

ク 
寿
曽
我
対
面
他
、
衣
裳
か
づ
ら
帳
，

〃 
誉
忠
僕
大
道
具
帳
 

夕 
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
五
六
七
段
目
大
道
具
帳
 

ク 
高
木
経
営
経
理
事
務
所
来
賓
席
割
帳
 

五
大
•

小
道
具
関
係0

一一八点
)

大
正
一
一
年
一
月
 
ネ
ク
タ
イ
ビ
ン

年
月
未
詳

-

一一
一三一四一五一六一七一八一九 

一
四
〇

一四一
一
四
二

一
四
三

一
四
四

一
四
五

BEST

 FIZISH

虚
無
僧
笠
 

巾
着

帽
子(ハ

！'

和
鋏 

剃
刀
 

煙
管 

矢
立石

驗
(

グ
ン
キ
銘
)

万
能
ナ
イ
フ
(

磁
石
、
缶
切
付
き
)

 

腕
時
計(LAUREL)

腕
時
計(CITIZEZZ)

天
保
通
寶
 

土
産
用
民
芸
草
鞋
 

髭
剃
(

替
刃
用
)

草
履

一四六
一四七

一四八
一四九 

一五〇
一五一

一五二
一五三

一

五
四

一

五
五

一五六

一

五
七

一五八

一

五
九
 

一六〇
ニハー

-

六二 

二六三
一六四

一六五
一六六

一六七
一六八

一六九 
一七〇

六

大
正
二
年
三
月
 

大
正
二
年
三
月
 

大
正
一
一
年
三
月
 

昭
和
三
年
四
月
 

昭
和
九
年
九
月
 

年
月
未
詳
 

昭
和
一
四
年
五
月
 

昭
和
一
四
年
九
月

雪
鞋 
二 

草
鞋照

明
用
回
転
板
 

照
明
器
具
レ
ン
ズ
 

化
粧
用
行
李
 

世
話
太
夫
差
(

簪
)

芦
辺
紐 
九 

巫
女
舞
の
鈴 
二 

市
川
百
十
郎
•

市
川
玉
十
郎
名
札
 

活
動
写
真
映
画
説
明
害
お
ょ
び
認
可
証
関
係
(

二
五
点
)

 

誉
七
草
金
盛
実
記
説
明
書
(

愛
知
県
検
閲
)

愛
知
県
第
七
四
号
活
動
写
真
映
画
認
可
証
 

幡
随
院
長
兵
衛
一
代
記
説
明
書
(

愛
知
県
検
閲
)

誉
七
草
金
森
実
記
説
明
書
(

内
務
省
検
閲
)

田
宮
礎
誉
の
忠
僕
(

内
務
省
検
閲
)

田
宮
礎
誉
忠
僕
(

脚
本
)

誉
七
草
金
森
実
記
説
明
書
(

内
務
省
検
閲
)

内
務
省
内
フ
ィ
ル
ム
申
請
人
野
坂
光
輝
書
簡

昭
和
一
四
年
一
二
月
忠
臣
義
臣
都
之
礎
説
明
書
(

内
務
省
•

文
部
省
検
閲
)

 

年
月
未
詳 
忠
臣
義
臣
都
の
礎
説
明
書
 

ク 
忠
臣
義
臣
都
の
礎
説
明
書
及
筋
書
 

//観
音
丹
次
一
代
記
説
明
書
 

//観
音
丹
次
一
代
記
梗
概
 

//関
口
武
勇
伝
説
明
書
 

ク 
大
岡
政
談
桐
生
屋
騒
動
筋
書
 

ク 
大
岡
政
談
桐
生
屋
騒
動
説
明
書

二
七一

年
月
未
詳 
連
鎖
劇
用
活
動
写
真
映
画
フ
ィ
ル
ム
(

三
二
C

 

七
日
本
舞
踊
関
係
(一

五
点
)

昭
和
三
二
年
七
月
 
日
本
舞
踊
(

第
九
卷
第
七
号
)

日
本
舞
踊
(

第
一
〇
卷
第
五
号
)

日
本
舞
踊
(

第
一
〇
卷
第
六
号
)

日
本
舞
踊
(

第
一
〇
卷
第
七
号
)

日
本
舞
踊
(

第
一
〇
卷
第
八
号
)

日
本
舞
踊
(

第
一
〇
卷
第
一
〇
号
)

七二七三七四七五
七六 

一七七
七八 

一七九 
八〇八一八二八三八四 

一八五
八六

八七八八八九 
九
〇

九一九二九三九四
昭
和
三
三
年
五
月
 

昭
和
三
三
年
六
月
 

昭
和
三
三
年
七
月
 

昭
和
三
三
年
八
月
 

昭
和
三
三
年
一
〇
月
 

昭
和
三
四
年
三
月
 

昭
和
三
四
年
四
月
 

昭
和
三
四
年
五
月
 

昭
和
三
四
年
六
月
 

昭
和
三
四
年
七
月
 

昭
和
三
四
年
一
一
月
 

昭
和
三
五
年
一
月
 

昭
和
三
五
年
三
月
 

昭
和
四
二
年
六
月
 八

明
治
四
二
年
六
月
 

明
治
四
三
年
一
月

日
本
舞
踊
(

第
一
一
巻
第
三
号
)

 

日
本
舞
踊
(

第
一
一
巻
第
四
号
)

 

日
本
舞
踊
(

第
一
一
巻
第
五
号
)

 

日
本
舞
踊
(

第
一
一
巻
第
六
号
)

 

日
本
舞
踊
(

第
一
一
巻
第
七
号
)

:

日
本
舞
踊
(

第
一
一
巻
第
一
一
号
)

 

日
本
舞
踊
(

第
ー
ニ
巻
第
一
号
)

 

日
本
舞
踊
(

第
二
一
巻
第
三
号
)

 

邦
楽
と
舞
踊
(

第
一
八
卷
六
号
)

 

演
劇
素
材
資
料
関
係
(

一
一
五点
)

 

演
芸
画
報
(

第
三
年
第
七
号
)

演
芸
画
報
(

第
四
年
第
一
号
)

大
正
元
年
一
〇
月
演
芸
画
報
(

第
六
年
第
一
〇
号
)

 

大
正
元
年
一
一
月
演
芸
画
報
(

第
六
年
第
一
一
号
)

 

大
正
二
年
一
月
 
演
芸
画
報
(

第
七
年
第
一
号
)

昭
和
八
年
七
月
 
演
芸
画
報
(

第
二
七
年
第
七
月
号
)

 

大
正
元
年
一
〇
月
演
芸
倶
楽
部
(

第
一
卷
第
七
号
)

 

大
正
元
年
一
二
月
演
芸
倶
楽
部
(

第
一
卷
第
九
号
)

市
川
百
十
郎
資
料
目
録

一七



市
川
百
十
郎
資
料
目
録

I

九
五
大
正
二
年I

二
月
演
芸
倶
楽
部
(

第
二
巻
第
一
二
号
) 

I

 

一
九
六
大
正
三
年
四
月
 
演
芸
倶
楽
部
(

第
三
卷
第
四
号
) 
一 

一
九
七
明
治
四
四
年
一
月
 
新
年
号r

笑j

 
(

亥
の
第
一
号
) 

一

 

一
九
八
明
治
四
五
年
六
月
 
歌
舞
伎
(

第
一
四
四
号
) 
一 

一
九
九
昭
和
八
年
九
月
 
新
演
芸
(

第
ー
ニ
巻
第
一
号
) 

一

 

二
〇
〇
昭
和
一
一
年
一
月
 
明
治
•

大
正
•

昭
和
名
優
名
人
花
形
大
写
真
帖
 
一 

ゝ
〇
一
年
月
未
詳

 
に
っ
ぽ
ん
実
話
読
物
号
(

増
刊
) 
一 

一
一
〇
二
明
治
二
四
年
ー
ニ
月
後
の
月
か
げ 

I

 

一一

〇
三
明
治
二
七
年
六
月
 
蓮
の
露
(

著
石
橋
友
吉
) 
一 

一一

〇
四
明
治
三
六
年
五
月
 
当
世
五
人
男
の
内
川
上
三
吉
(

著
村
上
信
)

 
一 

一
一
〇
五
明
治
四
〇
年
四
月
 
新
体
女
子
文
(

著
河
原
掬
史
) 

一

 

一一

〇
六
明
治
四
二
年
一
〇
月
小
説
変
化
傘
(

著
小
林
蹴
月
) 

一

 

1

一
一
〇
七
昭
和
二
九
年
一
二
月
士
一
月
興
行
大
歌
舞
伎
(

明
治
座
) 
一 

一一

〇
八
昭
和
三
一
年
九
月
 
名
古
屋
を
ど
り
(

第
一
〇
回
記
念
) 
一 

一一

〇
九
昭
和
三
二
年一

〇
月
立
花
会
小
唄
レ
コ
ー
ド
舞
踏
発
表
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
ー
 

一
二
〇
昭
和
三
三
年
二
月
 
二
月
大
歌
舞
伎
(

御
園
座
興
行
冊
子
) 
一 

一
二一

年
未
詳
一
一
月
 
岐
阜
花
柳
流
柳
扇
会
冊
子
(

第
15回
岐
阜
県
芸
術
祭
)

一 

一
て
—.年
未
詳
一
一
月
 
柳
扇
会
入
場
招
待
券 
一 

ニ
ニ
ー
ー
明
治
四
二
年
九
月
 
一
光
三
尊
の
御
仏
(

長
野
市
善
光
寺
)

 
一

 

一
二
四
明
治
四
〇
年
四
月
 
谷
汲
山
の
菜 
一 

ニ
ー
五
大
正
元
年
一
二
月
金
比
羅
御
利
生
記 
一 

二
一
六
大
正
七
年
四
月
 
長
野
の
菜 

|

 

七
大
正
一
一
年
四
月
 
ご
遠
忌
文
書
伝
導
真
宗
興
行
の
徳
(

名
古
屋
別
院
)
一 

三
一
八
大
正
一
三
年
四
月
 
信
州
善
光
寺
御
本
堂
御
開
帳
行
列
之
図 
一 

二
九
昭
和
三
年
九
月
 
剣
技
余
情
黒
蜥
暢
の
夢
(

名
古
屋
新
聞
) 
一 

三
二
〇
昭
和
六
年
一
月
 
教
祖
遺
訓
の
解
釈
(

大
日
本
神
祇
教
愛
知
本
部
)

一

一八

三
ニ
ー
昭
和
七
年
一
一
月
結
婚
式
(

明
浄
第
七
号
附
緑
) 
一 

三
ニ
ニ
昭
和
九
年
八
月
 
官
幣
中
社
赤
間
宮
奉
賛
会
趣
意
書
(

下
関
市
)

 
一 

三
二
三
昭
和
一
〇
年
七
月
 
荒
木
又
右
衛
門
小
伝 
一 

三
二
四
昭
和
一
〇
年
一
二
月
東
京
の
博
物
館

三
二
五
昭
和
 

一
•

年
春
 
崇
福
寺
案
内
(

長
崎
市
) 
一 

:
*

一
六
昭
和
一
四
年I

〇
月
国
宝
建
造
物
恩
賜
名
古
屋
城
(

名
古
屋
城
案
内
冊
子
)

一

 

三
二
七
昭
和
一
三
年
八
月
 
仏
教
心
に
映
じ
た
支
那
事
変
(

野
依
秀
市
)

 
一 

三
二
八
昭
和
一
六
年
三
月
 
金
刀
比
羅
山
全
景
案
内
図 
一 

三
二
九
昭
和
三
三
年
一
月
 
祖
師
聖
人
七
百
回
御
遠
忌
聖
徳
奉
讚
歌 

'

 

…
三
〇
年
月
未
詳

 
錦
帯
橋
の
由
来
及
び
其
構
造 
一 

三
三I

 
" 
尾
張
国
知
多
郡
新
四
国
八
十
八
ヶ
札
所
道
案
内
 
一 

三
三
ニ
ッ

 
官
幣
大
社
気
比
神
宮
略
記
(

敦
賀
市
)

 
一 

三
三
三
" 
山
門
建
立
発
願
趣
旨
(

静
岡
県
秋
葉
総
本
殿
)

 
一 

三
三
四
ッ

 
信
州
善
光
寺
如
来
御
縁
起 
一 

三
三
五
ッ

 
谷
汲
山
の
略
縁
起

三
三
六
〃 
妙
安
寺
略
縁
起
(

前
橋
市
) 
一 

三
三
七
ク

 
光
明
院
(

愛
知
県
葉
栗
郡
) 
一 

三
三
八
ッ

 
本
光
坊
了
顕
師
縁
起
(

越
前
国
) 
一 

三
三
九
" 
嫁
威
肉
附
面
略
縁
起
(

越
前
国
願
慶
寺
)

 
一 

三
四
〇
々 
真
宗
歓
喜
踊
躍
山
浄
興
寺
法
宝
物
目
録
(

越
後
高
田
)

一 

三
四
ー
ッ

 
真
宗
歓
喜
踊
躍
山
浄
興
寺
略
縁
起 

一

 

三
四
ニ
ッ

 
観
世
音
の
ゆ
か
り
(

愛
知
郡
萬
松
山
観
音
寺
)

 
一 

三
四
三
ッ

 
肉
弾
三
勇
士
追
善
和
讚
(

旭
川
柳
谷
興
隆
寺
)

 
一 

三
四
四
" 
秋
葉
総
本
殿
山
門
新
築
正
面
略
図
 

三
四
五
" 
真
宗 

一

 

三
四
六
ッ

 
聖
徳
太
子

三
四
七
年
月
未
詳
 

三
四
八
//

三
四
九
//

三
五
〇

//

三
五
-
"

三
五
二
//

三
五
三
//

三
五
四
//

三
五
五
//

三
五
六
//

三
五
七
ク
 

三
五
八

//

三
五
九
〃

三
六
〇
"

三
六一

//

三
六
二
〃

三
六
三
々
 

三
六
四
//

三
六
五
//

三
六
六
//

三
六
七
//

三
六
八
//

三
六
九
//

三
七
〇
ク
 

三
七
一
"

三
七
二
"

営
業
の
菜
(

大
阪
市
谷
屋
衣
裳
店
)

日
本
続
百
傑
之
内
 

越
前
芦
原
温
泉
御
案
内
 

檀
原
神
宮
参
拝
の
菜
 

広
島
県
内
国
幣
社
案
内
記
 

旅
行
の
友

信
州
善
光
寺
渋
温
泉
案
内
 

霞
間
ヶ
谷
小
唄

越
後
国
水
原
町
無
為
信
寺r

徳
風
余
薫
」 

金
沢
兼
六
園
御
案
内
 

富
山
御
案
内
(

日
の
丸
ホ
テ
ル
)

愛
知
県
古
知
野
日
輪
山
曼
陀
羅
寺
図
絵
 

神
都
案
内

金
龍
山
浅
草
寺
参
拝
記
念
 

神
棚
の
祀
り
方
(

熱
田
神
宮
)

種
々
集
書
 

長
井
主
水
輝
政
 

小
野
道
風
青
柳
硯
 

宮
本
無
三
四
 

宮
本
武
蔵
英
雄
美
談
 

豪
傑
後
藤
又
兵
衛
 

一心多助 

一心太助 

残
菊
物
語
 

楠
正
成
千
早
籠
城
 

時
代
漫
画
猿
飛
忍
術
往
来

三
七
三

三
七
四

三
七
五

三
七
六

三
七
七

三
七
八

三
七
九
 

三
八
〇

三八一
三
八
二

三
八
三

三
八
四

三
八
五

三
八
六

三
八
七

三
八
八

三
八
九 

三
九
〇

三
九

一

三
九
二

三
九
三

三
九
四

三
九
五

三
九
六

三
九
七

三
九
八

市
川
百
十
郎
資
料
目
録

き
ら
連
与
三
郎
 

義
太
夫

勅
語
教
訓
赤
穂
義
士
 

勤
王
侠
客
小
幡
輝
五
郎
 

義
太
夫
僧
侶
劇
 

南
総
里
見
八
犬
伝
 

通
俗
万
宝
全
書
 

小
説
条
の
手
内
 

小
説
二
見
ヶ
浦
日
出
の
仇
討
 

福
山
奇
談
松
前
騒
動
 

豪
傑
児
雷
也

御
陣
九
州
地
理
八
道
彦
山
権
現
誓
助
剣
 

八
幡
大
菩
薩

蛇
腹
峠
大
仇
討
宮
部
武
勇
伝
 

放
駒
四
郎
兵
衛
 

山
中
鹿
之
助
 

旗
本
騒
動
船
越
八
郎
 

鐘
馗
半
兵
衛

長
編
講
談
鼠
小
僧
次
郎
吉
 

甲
賀
流
誉
の
忍
術
 

当
世
三
人
娘
秋
月
照
子
 

郡
山
娘
仇
討
 

浄
瑠
璃
丸
本
全
書
 

浄
瑠
璃
全
集

U1宵

•
九

id•
木
.i?

浄
る
利

 

上
る
利
関
根
弥
十
郎

一
九



市
川
百
十
郎
資
料
目
録

5

三
九
九
年
月
未
詳

 
浄
瑠
璃
教
談 
一 
四
二
三
明
治
三
二
年
九
月
 

九
外
題
関
係
(

七
二
七
点
) 
四
二
四
明
治
：：•
•

年
七
月
 

資
料
年
月
日
判
明
分
(

一
〇
八
点
) 
四
•

一
五
明
治
：.
：
/,;ヰ
八
月 

嫗
山
姥 

一

 
四
二
六
明
治
三
三
年
八
月
 

莉
寛
道
心
山
ノ
段 

一

 
四
二
七
明
治
三
七
年
九
月
 

敵
討
岩
見
重
太
郎
(

関
所
祓
の
場
) 
一 
四
二
八
明
治
三
八
年
九
月
 

親
鸞
一
代
記
(

嶋
流
の
段
) 
一 
四
二
九
明
治
三
九
年
五
月
 

鬼
一
法
限
三
略
卷
(

目
が
木
乃
場
) 
. 
四
三
〇
明
治
三
九
年
八
月
 

天
保
水
湖
伝
(

勢
力
内
の
場
、
明
神
山
の
場
)

 

一

 
四
三
一
明
治
四
〇
年
五
月
 

大
盃
觴
酒
戦
強
者 

一

 
四
三
二
明
治
四
〇
年
 

仮
名
反
古
一
休
稿
(

住
吉
社
内
の
場
) 

一

 
四
三
三
明
治
四
一
年
一
月
 

仮
名
反
古
一
休
稿
(

野
晒
語
助
住
家
の
場
他
)

 
一 
四
三
四
明
治
四
一
年
一
月
 

遠
山
名
政
談 

一

 
四
三
五
明
治
四
一
年
七
月
 

御
文
章
石
山
軍
記
(

三
幕
目
の
口
切
) 
一 
四
三
六
明
治
四
二
年
二
月
 

御
文
章
石
山
軍
記
(

織
田
信
長
旅
館
の
場
)

 
一 
四
三
七
明
治
四
二
年
三
月
 

莉
萱
桑
門
柴
蝶
(

高
野
山
子
別
レ
之
だ
ん
) 
四
三
八
明
治
四
三
年
一
月
 

鬼
一
法
眼
三
略
卷 
一 
四
三
九
明
治
四
三
年
一
月
 

実
録
千
代
萩 

|
 
四
四
〇
明
治
四
三
年
二
月
 

清
水
清
春
(

暮
の
渡
し
場
、
清
水
寺
ノ
場
)

 
一 
四
四
一
明
治
四
三
年
五
月
 

清
水
清
春
(

浅
路
ヶ
原
場
) 
一 
四
四
二
明
治
四
三
年
九
月
 

駒
迎
三
舛
盒
觴
桃
山
譚
(

加
藤
主
計
守
館
ノ
場
)
一 
四
四
三
明
治
四
四
年
二
月
 

釜
渕
双
級
巴 
一 
四
四
四
明
治
四
四
年
三
月
 

清
水
清
春
(

見
物
第
有
号
) 
一 
四
四
五
明
治
四
四
年
八
月
 

優
風
流
景
清
外
伝
(

序
幕
、
返
し
、
弐
幕
目
)

 
一 
四
四
六
明
治
四
四
年
秋
 

き
-
'

ょ
の
は
た
上
(

初
幕
、
二
幕
、
三
幕
、
四
幕
)
一 
四
四
七
大
正
元
年
一
月
 

富
士
三
桝
扇
曽
我
(

祐
信
屋
敷
景
季
上
使
の
場
)

一

 
四
四
八
大
正
元
年
九
月

四
〇
〇 

四〇一 
四〇二 

四
〇
三 

四
〇
四 

四
〇
五 

四
〇
六 

四
〇
七 

四
〇
八 

四
〇
九
 

四
一
〇
 

四
二
 

四ーニ
四
一
三

四
一
四

四
一
五

四
一
六

四
一
七 

四
-

八 

四
一
九 

四
二
〇
 

四ニー 
四ニニ

明
治
六
年
八
月
 

明
治
：
一年一一月 

明
治
一
四
年
 

明
治
一
五
年
五
月
 

明
治
一
五
年
 

明
治
一
五
年
七
月
 

明
治
一
五
年
 

明
治
一
七
年
六
月
 

明
治
一
七
年
六
月
 

明
治
一
七
年
一
〇
月
 

明
治
一
七
年
一
一
月
 

明
治
一
七
年
一
一
月
 

明
治
一
八
年
五
月
 

明
治
二
八
年
八
月
 

明
治
二
八
年
 

明
治
二
八
年
 

明
治
三
〇
年
 

明
治
ニ
ニ
年
一
〇
月
 

明
治
二
三
年
三
月
 

明
治
二
五
年
 

明
治
二
六
年
如
月
 

明
治
二
七
年
七
月
 

明
治
三
〇
年
九
月

真
書
太
閤
記
(

柴
大
徳
寺
焼
香
の
場
)

諸
世
理
府
加
喜
(

飛
雀
)

巌
石
碎
瀑
布
勢
力
(

序
幕
、
栗
林
出
入
場
)

巌
石
砕
瀑
布
勢
力
(

二
幕
目
、
勢
力
内
の
場
)

 

浄
瑠
璃
(

宇
和
島
騒
動
鈴
木
主
水
一
代
記
)

越
前
葵
浄
瑠
璃
本

|||
|1武
刃
伝
(
'
'
.
:
-
.
1
:
.

し
段
：：1:
、
敵
討
迄
)

 

飯
の
種

高
野
山
開
基
僧
弘
法
大
師
御
伝
記
(

高
野
山
迄
)

小
笠
原
諸
礼
忠
孝
(

岡
田
良
助
、
お
大
の
方
)

 

義
経
千
本
桜
、
勧
進
帳
、
釜
ヶ
渕
 

有
職
鎌
倉
山

徳
川
天
一
坊
音
大
岡
公
裁
実
記

莉
萱
桑
門
筑
紫
蠑

伊
賀
越
道
中
双
六
(

二
人
合
ぼ
ぅ
)

小
栗
判
官
兼
氏

扇
矢
敷
四
拾
七
本
(

建
道
具
帳
、
続
き
武
拾
場
)

桜
田
御
門
血
染
雪

玉
櫛
笥
箱
崎
文
庫
(

中
將
姫
雪
責
桐
の
館
)

東
海
道
二
人
与
作
(

動
木
家
返
し
辻
堂
)

佐
倉
義
民
伝
(

渡
し
守
甚
兵
衛
)

菅
家
噂一

軸
•

近
頃
河
原
の
達
引
 

二
階
笠
柳
生
実
記
(

磯
端
伴
蔵
)

敵
討
亀
山
噺
 

ぎ
し
(

宮
太
夫
)

赤
垣
源
蔵
譚

四
四
九
大
正
 

四
五
〇
大
正
 

四
五
一
大
正
 

四
五
二
大
正
 

四
五
三
大
正
 

四
五
四
大
正
 

四
五
五
大
正
 

四
五
六
大
正
 

四
五
七
大
正
 

四
五
八
大
正
 

四
五
九
大
正
 

四
六
〇
大
正
 

四
六
一
大
正
 

四
六
二
大
正
 

四
六
三
大
正
 

四
六
四
大
正
 

四
六
五
大
正
 

四
六
六
大
正
 

四
六
七
大
正
 

四
六
八
大
正
 

四
六
九
大
正
 

四
七
〇
大
正
 

四
七一

大
正
 

四
七
二
大
正
 

四
七
三
大
正
 

四
七
四
大
正

元
年
九
月
 

兀年
九月 

兀
年
九月 

兀
年I

〇
月
 

元
年
二
月
 

一年正月 

一一年五月 

一年八月 

一年九月 

一年九月 

一
年
二
月
 

一
年
二
月
 

四
年
四
月
 

四
年
秋 

四
年
九
月
 

四
年
九
月
 

四
年
九
月
 

四
年
九
月
 

四
年
一
〇
月
 

四
年
一
一
月
 

四年
五
年
三
月
 

五
年
四
月
 

五
年
五
月
 

五
年
一
〇
月
 

五
年
一
一
月

接
木
根
岸
の
礎 

一

 
四
七
五 

黒
手
組
曲
踊
奇 
一 
四
七
六 

黒
手
組
曲
踊
立
引
(

仲
の
町
の
場
) 

|

 
四
七
七 

重
の
井
子
別
の
段 

j

 
四七八 

嵐
山
花
五
郎 

|

 
四
七
九 

敵
討
亀
山
噺
、
茲
江
戸
小
腕
達
引 
一 
四
八
〇 

沖
津
浪
小
鉄
物
語 

一

 
四八一 

実
録
伊
賀
越 
一 
四八こ 

吉
田
御
殿
鹿
の
子
振
袖 

|

 
四
八
三 

釈
迦
八
相
記 
一 
四
八
四 

宇
都
宮
釣
天
井 

I

 
四
八
五 

安
政
東
国
帳 
一 
四
八
六 

小
栗
判
官
(

内
ノ
切
難
風
ノ
場
) 
一 
四
八
七 

瀬
理
婦
控
帳 
一 
四
八
八 

越
後
伝
吉
一
代
記 
一
四
八
九
 

お
は
ん
•

長
右
二
門
、
桂
門
連
理
柵
、
小
之
金
五
郎
一 
四
九
〇
 

〔〕
札
黄
金
蔵
入 
一 
四
九

一

 

御
所
桜
堀
河
夜
討
(

磯
の
藤
弥
太
物
語
の
場
)

 

一

 
四九二 

糸
桜
本
町
之
月 
一 
四
九
三 

敵
討
高
砂
松 
. 
四
九
四 

祖
師
浄
瑠
璃
(

調
祓
簿
) 

一

 
四
九
五 

雲
霧
五
人
男
、
絵
本
大
功
記 
一 
四
九
六 

男
加
賀
見
山
、
四
ッ
谷
怪
談
雨
夜
鐘 
一 
四
九
七
 

大
坂
陣 
一 
四
九
八 

風
流
男
花
笠
文
次
(

上
の
卷
、
勘
六
家
迄
)

 
一 
四
九
九
 

櫓
太
鼓
成
田
仇
討
(
•

小
動
明
王
瀧
の
場
)

 

|

 
五
〇
〇

市
川
百
十
郎
資
料
目
録

大
正
五
年
一
一
月
櫓
太
鼓
成
田
仇
討
(

綾
川
関
裏
P

の
場
)

大
正
六
年
二
月
 
旭
村
新
居
狂
言
覚
(

西
大
道
、
東
大
道
勘
定
帳
)

 

大
正
六
年
六
月
 
月
霞
孝
子
仇
討
 

大
正
六
年一

〇
月
箱
根
霊
験
甓
仇
討
 

大
正
六
年
一
〇
月
柳
生
実
記
(

但
馬
の
守
)

大
正
六
年
一
一
月
黄
金
盛
伊
達
実
録
(

片
倉
小
十
郎
)

大
正
六
年
一
一
月
日
向
嶋
非
人
景
清
(

人
丸
御
愛
の
段
)

大
正
七
年
一
月
 
敵
討
高
砂
松
 

大
正
七
年
一
月
 
蝶
千
鳥
曽
我
実
録
 

大
正
七
年
四
月
 
日
本
晴
伊
賀
復
簪
 

大
正
七
年
五
月
 
実
録
阿
和
鳴
門
 

大
正
七
年
九
月
 
黒
手
組
曲
輪
立
引
 

大
正
八
年
一
月
 
親
鷲
上
人
記
 

大
正
九
年
七
月
 
関
口
武
勇
伝

大
正
九
年
一
〇
月
磯
野
前
弥
太
(

堀
川
館
前
弥
太
物
語
り
の
場
)

 

大
正
一
〇
年
弥
生
 
菅
原
天
神
記
(

安
居
の
舞
船
別
レ
の
場
)

大
正
一
〇
年
七
月
 
二
菴
笠
柳
生
実
記
(

越
後
弥
彦
山
麓
の
場
)

大
正|

一年六月 
巌
石
砕
爆
布
勢
力
(

景
林
甚
平
殺
の
バ
)

大
正
一
一
年
九
月
 
梁
川
庄
八
郎

大
正
一
一
年 
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
(

建
長
寺
の
場
)

大
正
一
二
年
正
月
 
金
森
大
助
一
代
記

大
正
一
二
年
六
月
 
吾
郎
正
宗
一
代
記

大
正
一
二
年
七
月
 
宇
都
宮
釣
錦
床

大
正
一
三
年
二
月
 
恋
飛
脚
大
和
往
来
(

新
口
村
道
行
の
場
)

大
正
一
三
年
三
月
 
大
坂
陣
(

片
桐
市
之
正
)

大
正
一
三
年
三
月
 
大
坂
陣
(

片
桐
市
之
正
)

二

一



市
川
百
十
郎
資
料
目
録

五
〇
'

五〇二
五
〇
三

五
〇
四

五
〇
五

五
〇
六

五
〇
七 

五
〇
八 

五
〇
九 

五
一
〇 

五
一一

 
五ーニ 

五 五 五 五 五 五 五 五 五 五 五

大
正
一
四
年
八
月
 
清
水
清
玄 

一

 
五
二
五
年
月
未
詳
 

大
正
一
五
年
六
月
 
五
郎
正
宗
孝
子
伝 
一 
五
二
六
"

昭
和
四
年
六
月
 
伽
羅
先
代
萩
(

全
五
場
) 
一 
五
二
七
"

昭
和
五
年
九
月
 
八
百
八
狸 
一 
五
二
八
"

昭
和
五
年
一
〇
月
日
向
嶋
非
人
景
清 
一 
五
二
九
ク
 

昭
和
九
年
五
月
 
日
蓮
記 
二 
五
三
〇
ク
 

資
料
年
月
未
詳
分
(

六
一
九
点
) 
五
三
ー
ク
 

続
き
も
の
(

二
九
六
点
) 
五
三
二
//

年
月
未
詳 
菅
原
伝
授
手
習
鑑 
二 
五
三
三
ク
 

//菅
原
伝
手
習
鑑
(

有
場
) 
一 
五
三
四
//

ク 
菅
原
伝
授
手
習
鑑
(

寺
子
屋
の
段
) 
一 
五
三
五
//

ク 
菅
原
伝
授
手
習
鑑
(

手
習
児
屋
之
段
) 
一 
五
三
六
ク
 

ク 
手
習
子
屋
(

四
の
切
) 
一 
五
三
七
//

ク 
松
王
下
邸 

一

 
五
三
八
ク
 

〃 
増
補
松
王
下
屋
敷
(

有
幕
) 

一

 
五
三
九
〃

ガ 
ー
の
谷
肇
記 
二 
五
四
〇
"

//一
の
谷
嫩
軍
記
(

三
段
目
1
) 
一 
五
四
一
"

〃 
一
の
谷
嫩
軍
記
(

全
春
場
) 
一 
五
四
二
"

〃 
一
の
谷
嫩
軍
記
(

有
幕
) 
一 
五
四
三
//

" 
一
の
谷
(

伏
屋
忠
度
) 
一 
五
四
四
々
 

ガ 
ー
の
谷
(

三
段
目
、
熊
谷
陣
屋
) 
一 
五
四
五
//

ク 
扇
屬
谷

 
一 
五
四
六
"

//日
向
嶋
非
人
景
清
(

子
別
れ
ょ
り
壇
の
浦
物
語
迄
)
二 
五
四
七
〃

ク 
日
向
嶋
非
人
景
清 
一 
五
四
八
"

//六
部
景
清
源
平
咲
分
牡
丹 

一

 
五
四
九
"

//近
江
源
氏
先
陣
館 

一

 
五
五
〇
"

近
江
源
氏
先
陣
館
(

盛
綱
陣
屋
の
場
)

近
江
源
氏
先
陣
館
(

佐
々
木
盛
綱
陣
屋
之
場
)

近
江
源
氏
先
陣
館
(

母
み
め
ぅ
)

近
江
源
氏
先
陣
館
(

清
水
清
玄
)

近
江
源
氏
先
陣
館
(

和
田
兵
衛
秀
盛
)

御
所
桜
堀
川
夜
討
(

弁
慶
上
使
、
一幕)

御
所
桜
(

弁
慶
上
使
の
段
)

義
経
千
本
桜
(

椎
木
茶
屋
よ
り
酢
屋
弥
左
衛
門
宅
)
. 

勧
進
帳

勧
進
帳
安
宅
関
守
(

富
樫
左
衛
門
)

勧
進
帳
(

歌
舞
伎
一
四
番
内
)

勧
進
帳
(

第
春
番
目
貳
番
目
の
間
に
て
相
勤
申
候
)
. 

源
平
布
引
瀧 
一 

源
平
布
引
滝
(

義
賢
討
死
の
段
)

源
平
布
引
滝
(

滝
つ
ぼ
よ
り
舟
の
場
、
物
語
り
迄
)
一 

鎌
倉
三
代
記 
一 

蝶
千
鳥
曽
我
兄
弟
譚
(

全
三
幕
入
場
) 

一

 

夜
討
曽
我
狩
屋
曙
(

御
領
ノ
仮
家
よ
り
時
宗
問
答
迄
)

'

 

仇
討
曽
我
狩
場
曙
(

右
幕
下
狩
家
問
答
の
場
)

 
1 

夜
討
曽
我
狩
場
曙
(

曽
我
兄
弟
討
入
の
場
他
)

 
一 

寿
曽
我
対
面

富
士
三
桝
扇
曽
我
(

曽
我
中
村
満
江
別
の
場
)

 
一 

富
士
三
桝
扇
曽
我
(

鎌
倉
営
中
の
場
) 
一 

富
士
三
桝
扇
曽
我
(

祐
信
屋
敷
門
前
の
場
他
)

 

一

 

富
士
三
桝
扇
曽
我
(

満
江
部
屋
親
子
別
の
場
他
)
一 

富
士
三
桝
扇
曽
我
(

対
面
の
場
、
営
中
問
答
場
)
一

五五一
五五二

五
五
三

五
五
四

五
五
五

五
五
六

五
五
七

五五八
五
五
九 

五
六
〇

五
六一

五六二
五
六
三

五
六
四

五
六
五

五
六
六

五
六
七

五六八
五
六
九 

五
七
〇

五
七

一

五七二
五
七
三

五
七
四

五
七
五

五
七
六

富
士
三
桝
扇
曽
我
(

由
井
ヶ
浜
の
段
)

富
士
三
桝
扇
曽
我
(

由
井
浜
兄
弟
助
命
の
場
)

 

揚
卷
助
六
廊
達
引
 

本
朝
廿
四
孝
 

信
州
川
中
嶋
輝
虎
配
膳
 

絵
本
大
功
記

天
下
桔
梗
棋
掃
太
功
記
(

建
長
寺
ょ
り
愛
宕
山
迄
)

 

陸
奥
礎
伊
達
実
録
(

御
殿
の
場
)

陸
奥
伊
達
実
記
(

床
下
の
場
、
牢
家
の
場
)

陸
奥
伊
達
実
記
(

対
決
の
場
)

陸
奥
伊
達
実
記
(

水
戸
海
道
の
場
)

陸
奥
伊
達
実
記
(

肴
屋
内
の
場
)

安
達
原

安
達
ヶ
原
(

二
段
目
)

奥
州
安
達
原
三
段
目
口

奥
州
安
達
原
三
段
目
(

神
萩
祭
文
ノ
段
)

伽
羅
先
代
萩
 

先
代
萩
(

細
川
勝
元
)

実
禄
先
代
萩
 

本
蔵
下
屋
敷
 

忠
臣
蔵
(

前
十
九
場
)

仮
名
手
本
忠
臣
蔵
(

全
通
し
)

仮
名
手
本
忠
臣
蔵
(

考
幕
十
九
場
)

仮
名
手
本
忠
臣
蔵
(

一—■■幕
拾
九
場
)

忠
臣
蔵
(

一
力
茶
屋
の
場
)

仮
名
手
本
忠
臣
蔵
(

建
中
寺
の
場
)

五
七
七
年
月
未
詳

 
い
ろ
は
仮
名
忠
臣
蔵
(

扇
矢
数
四
十
七
本
建
長
寺
)

 

五
七
八
" 
忠
臣
蔵
土
壇
場
(

桃
井
若
狭
之
助
館
の
段
)

五
七
九
ッ

 
義
士
劇
赤
垣
源
蔵
(

二
場
)

五
八
〇
ッ

 
義
士
銘
々
伝
(

赤
垣
源
蔵
)

五
八
ー
ッ

 
源
蔵
徳
利
の
別
れ
(

豊
沢
吉
之
助
)

五
八
ニ
ッ

 
大
星
由
良
之
助
(

山
科
閑
居
の
場
)

五
八
三
か

 
大
石
内
蔵
助

五
八
四
ッ

 
大
石
卜
立
花
(

神
奈
川
本
陣
の
場
)

五
八
五
ッ

 
大
石
良
雄
十
八
ヶ
條
申
開
実
録
 

五
八
六
ク

 
赤
穂
義
士
四
十
七
士
伝
(

卷
二
)

五
八
七
ク

 
義
士
外
伝
(

儀
兵
衛
責
の
場
)

五
八
八
〃 
壺
坂
霊
現
記

五
八
九
" 
箱
根
霊
現
記
(

九
十
九
屋
敷
、
施
行
滝
の
場
)

 

五
九
〇
ク

 
朝
顔
日
記
(

宿
屋
の
段
)

五
九一

" 
増
補
朝
顔
日
記
(

貳
場
)

五
九
ニ
ッ

 
田
木
曽
材
大
黒
柱
(

猪
助
住
家
の
場
他
)

五
九
三
ッ

 
田
木
曽
材
大
黒
柱
(

矢
部
河
原
両
舎
の
場
他
)

五
九
四
々 
田
木
曽
材
大
黒
柱
(

檜
花
事
鐘
楼
堂
の
場
)

五
九
五
//

五
九
六

//蝶
千
鳥
寿
曽
我
(

春
幕
)

五
九
七
" 
蝶
千
鳥
曽
我
実
伝
(

狩
家
二
度
の
対
面
)

五
九
八
" 
蝶
千
鳥
曽
我
実
伝
(

相
州
中
村
満
江
住
家
の
場
他
)

 

五
九
九
〃 
富
士
一
一
一
桝
扇
曽
我
(

鶴
ヶ
国
試
合
の
場
)

六
〇
〇
ッ

 
十
二
時
曽
我
(

討
入
、
問
答
両
場
)

六
〇
一
//小
田
原
実
記

市
川
百
十
郎
資
料
目
録



七七七七七 
九九九九九 
八七六五四

七
九
九
 

八
〇
〇
 

八
〇
一 

八
〇
二
 

八
〇
三
 

八
〇
四
 

八
〇
五

六
八
〇

六
八
一

六八二
六
八
三

六
八
四

六
八
五

六
八
六

六
八
七

六
八
八 

七
八
九
 

七
九
〇

七
九

一

七九二
七
九
三

六
五
四
年
月
未
詳

 
魁
難
波
戦
記
(

一
事
の
別
)

六
五
五
ッ

 
魁
難
波
戦
記
(

大
広
間
)

六
五
六
〃 
魁
難
波
戦
記
(

長
柄
堤
之
段
)

六
五
七
〃 
魁
難
波
戦
記
(

後
藤
又
兵
衛
、
真
田
幸
村
)

六
五
八
" 
魁
難
波
戦
記
(

八
幕
目
)

六
五
九
〃 
大
坂
陣
難
波
戦
記

六
六
〇
^ 
大
坂
陣
(

内
大
臣
秀
頼
、
片
桐
主
膳
定
)

六
六
ー
ッ

 
揚
羽
蝶
岡
山
実
記
(

第
一
番
目
初
幕
)

六
六
二
" 
揚
羽
蝶
岡
山
実
記
(

第
一
番
目
貳
幕
目
)

六
六
三
ッ

 
揚
羽
蝶
岡
山
実
記
(

第
一
番
目
三
幕
目
)

六
六
四
ッ

 
揚
羽
蝶
岡
山
実
記
(

第
一
番
目
四
幕
目
)

六
六
五
//揚
羽
蝶
岡
山
実
記
(

第
夸
番
目
五
幕
目
)

六
六
六
ッ

 
揚
羽
蝶
岡
山
実
記
(

第
一
番
目
六
幕
目
)

六
六
七
" 
揚
羽
蝶
岡
山
実
記
(

第
一
番
七
幕
大
詰
)

六
六
八
//黄
金
盛
伊
達
実
録
(

肴
屋
段
)

六
六
九
ク

 
黄
金
盛
伊
達
実
録
(

実
川
筵
右
衛
門
)

六
七
〇
ッ

 
伊
達
の
大
木
戸
(

座
し
喜
店
さ
き
)

六
七
ー 
ッ 
陸
奥
礎
伊
達
実
録
(

水
戸
街
道
の
場
)

六
七
二
 
^ 
黄
金
盛
伊
達
実
緑
(

原
田
屋
鋪
血
判
取
の
場
)

六
七
三
ッ

 
高
根
雪
伊
達
実
録
(

対
決
の
場
)

六
七
四
//高
根
雪
伊
達
実
記
(

松
前
小
屋
鋪
、御
門
、床
下
の
場
)

 

六
七
五
 
^ 
高
根
雪
伊
達
実
記
(

原
田
邸
の
場
他
二
場
)

六
七
六
ガ 
高
根
雪
伊
達
実
録
(

御
殿
浅
岡
忠
義
の
場
)

六
七
七
ッ

 
伊
達
礎
老
後
政
岡

六
七
八
//陸
奥
の
松
風

六
七
九
か

 
実
録
千
代
(

魚
屋
五
平
次
住
家
の
段
)

市
川
g
十
郎
資
料
目
録

市
川
百
十
郎
資
料
目
録

六
〇
二
年
月
未
詳
 

六
〇
三
ク
 

六
〇
四
ク
 

六
〇
五
ク
 

六
〇
六
ク
 

六
〇
七
ク
 

六
〇
八
ク
 

六
〇
九
ク
 

六
一
〇
"

六
ニ
ク

六
二
7

六
二
一
一
"

六
一
四
//

六
一
五
"

六
一
六
"

六
一
七
"

六
一
八
//

角
矢
数
四
十
七
本
(

忠
臣
蔵
初
段
i
四
段
)

 
一 
六
二
八
年
月
未
詳
 

角
矢
数
四
十
七
本
(

五
段
目
〜
七
段
目
、
敵
討
の
場
)

一 
六
二
九
ガ 

忠
臣
蔵
後
日
誉 
一 
六
三
〇
ク
 

い
ろ
は
か
な
忠
臣
蔵
(

扇
矢
数
四
拾
七
本
)

 
一 
六
三ー

 
ク 

忠
臣
い
ろ
は
実
記
(

清
水
一
学
住
家
の
場
)

 
一 
六
三
ニ
ク
 

忠
臣
い
ろ
は
実
記
(

牧
山
文
左
衛
門
住
家
の
場
)

一

 
六
三
三
ク
 

前
肥
後
駒
下
駄
•

中
楠
公
(

八
尾
僧
正
)

 
一 
六
三
四
ク
 

敵
討
肥
後
駒
下
駄
(

京
都
清
水
寺
の
場
他
) 
六
三
五
ク
 

敵
討
肥
後
駒
下
駄
(

七
幕
目
、
八
幕
目
)

 
一 
六
三
六
ク
 

新
木
造
肥
後
駒
下
駄 
一 
六
三
七
ク
 

肥
後
駒
下
駄
(

ど
じ
ょ
の
坊
) 
一 
六
三
八
ク
 

敵
討
肥
後
駒
下
駄
(

三
、
四
幕
目
) 
一 
六
三
九
ク
 

敵
討
肥
後
駒
下
駄
(

五
、
六
幕
目
) 
一 
六
四
〇
ク
 

敵
討
浦
の
朝
霧 
三 
六
四
一
"

櫓
太
鼓
成
田
仇
討 

一

 
六
四
ニ
ク
 

櫓
太
鼓
成
田
仇
討
(

序
幕
) 

一

 
六
四
三
ク
 

櫓
太
鼓
成
田
仇
討
(

貳
幕
目
) 
一 
六
四
四
ク
 

敵
討
岩
見
礎
(

飛
々
退
治
之
場
) 
一 
六
四
五
"

敵
討
岩
見
礎
(

重
蔵
帰
り
討
の
場
) 
一 
六
四
六
"

敵
討
岩
見
礎
(

若
松
屋
内
の
場
) 
一 
六
四
七
"

敵
討
岩
見
重
太
郎
(

難
船
の
場
) 

一

 
六
四
八
"

敵
討
岩
見
礎
(

丹
後
白
渕
の
場
、
敵
討
の
場
)

 
一 
六
四
九
"

岩
見
武
勇
伝 
一 
六
五
〇
"

岩
見
重
太
郎
時
幸 

一

 
六
五
一
"

花
川
戸
達
衆
仇
討
(

序
幕
、
二
幕
目
) 

一

 
六
五
ニ
ク
 

花
川
戸
達
衆
仇
討
(

四
〜
五
幕
目
) 
一 
六
五
三
ク

二
四

花
川
戸
達
衆
仇
討
(

八
〜
九
幕
目
) 
一 

花
川
戸
達
衆
仇
討
(

七
幕
目
) 
一 

松
竹
梅
三
女
仇
討
(

敵
討
一
幕
初
段
〜
四
段
目
)

一

 

松
竹
梅
三
女
仇
討
(

五
段
〜
十
段
目
)

松
竹
梅
三
女
仇
討
 

敵
討
荒
川
武
勇
伝

荒
川
三
勇
士 
一 

長
州
萩
の
礎
(

荒
川
三
名
家
)

敵
討
吾
妻
之
白
梅
(

ヲ
ン
ボ
堀
非
人
小
家
の
場
他
二
場
)

一 

敵
討
吾
妻
ノ
白
梅
(

山
中
三
出
立
之
場
)

 

一

 

敵
討
吾
妻
之
白
梅
(

伝
保
屋
店
先
之
場
他
)

 
一 

敵
討
吾
妻
之
白
梅
(

亀
井
戸
天
神
社
内
の
場
他
)

一

 

敵
討
吾
妻
之
白
梅
(

序
幕
) 

一

 

敵
討
吾
妻
之
白
梅
(

二
幕
目
)

敵
討
吾
妻
之
白
梅
(

三
幕
目
) 
一 

敵
討
吾
妻
之
白
梅
(

八
幕
目
) 
一 

敵
討
吾
妻
之
白
梅
(

九
幕
目
)

敵
討
吾
妻
之
白
梅
(

大
詰
)

天
神
記
出
会
仇
討
(

後
白
川
、
宇
屋
場
、
茶
屋
場
)
一 

天
神
記
出
合
仇
討 
二 

種
瓢
真
書
太
閤
記 
三 

豊
臣
世
千
鳥
聞
書
(

序
切
) 
.
•

 

豊
臣
世
千
鳥
聞
書
(

三
段
目
之
口
他
) 
三 

豊
臣
世
千
鳥
聞
書
(

四
幕
目
奥
、五
幕
目
、六
幕
、大
詰
)
四 

出
世
太
閤
記
(

瓢
た
ん
取
の
場
他
) 
一 

魁
難
波
戦
記
(

木
村
長
門
守
血
判
取
) 
一

二
蓋
笠
柳
生
実
記
(

大
久
保
彦
左
衛
門
)

 
一 

二
蓋
笠
柳
生
実
記 

一

 

二
階
笠
柳
生
実
伝
(

柳
生
屋
敷
の
場
)

柳
生
宗
久
公
宛
書
状
(

吉
村
又
十
郎
)

柳
生
大
先
生
宛
書
状
(

吉
村
又
十
郎
) 

一

 

二
階
笠
柳
生
実
伝
(

柳
生
門
前
の
場
)

男
加
賀
見
山
観
音
利
生
記

男
鏡
山
全
通
し 
. 

加

賀

見

山

古

郷

錦

絵

-■-: 

金
比
羅
御
利
生
記

金
比
羅
御
利
生
(

百
度
平
内
之
段
) 
一 

親
鸞
聖
人
 

親
鸞
聖
人
御
伝
記
 

親
鸞
聖
人
講
中
佐
助
之
信
伝
 

親
鸞
聖
人
蛇
身
御
済
度

元
祖
僧
侶
劇
親
鸞
聖
人
絵
は
が
き
セ
ッ
ト

 
ー 

親
鸞
上
人 
叫 

し
ん
ら
ん
上
人 
一 

蓮
如
上
人
御
一
代
記
伝 
一 

蓮
如
上
人
一
代
記 

一

 

蓮
如
上
人
由
来
記 
. 

蓮
如
上
人
御
わ
ら
じ
ぬ
き
舊
跡
(

嫁
肉
附
之
面
由
来
)

一

 

蓮
如
上
人
御
わ
ら
じ
ぬ
ぎ
舊
蹟
(

嫁
威
肉
附
之
面
)
一 

釈
迦
八
相
記

誠
ハ
天
竺
の
古
事
釈
迦
八
相
記 
一て 

日
蓮
聖
人
伝 

1

一

二五



市
川
百
十
郎
資
料
目
録

二六

八
〇
六
年
月
未
詳

 
日
蓮
聖
人
御
法
海

八
〇
七
ク

 
日
蓮
聖
人
真
実
伝

八
〇
八
ッ 
日
蓮
聖
人
御
実
伝

八
〇
九
//鎮
西
弓
張
月

八
一
〇
" 
弓
張
月
源
家
鏑
矢

八
一
一
" 
平
家
女
護
嶋
(

俊
寛
嶋
の
場
、
螢
余
波
之
段
)

八
一
二
//俊
寛

八
ニ
ニ
ッ

 
平
家
女
護
嶋

八
一
四
ッ

 
梶
原
平
三
試
合
剣

八
一
五
ク

 
義
経
腰
越
状
(

御
殿
五
十
三
番
叟
の
場
)

八
一
六
ッ

 
義
経
腰
越
状
(

水
府
神
縁
日
社
内
の
場
)

八
一
七
〃

 
徳
川
天
一
坊
 

八
一
八
ク

 
大
岡
政
談
徳
川
天
一
坊
 

八
一
九
ッ 
実
録
徳
川
天
一
坊
 

八
二
〇
〃 
嵐
山
水
餅
伝
 

八
ニ
ー
ッ

 
嵐
山
大
和
水
滸
伝
 

八
ニ
ニ
ッ

 
嵐
山
花
五
郎
 

八
二
三
ッ

 
東
錦
画
佐
倉
曙
 

八
二
四
〃 
花
之
雲
佐
倉
之
曙
 

八
二
五
ッ

 
佐
倉
宗
五
郎

一
幕
も
の
(

三
二
三
点
)

八
二
六
年
月
未
詳

 
鬼
一
法
眼
三
略
の
卷
 

八
二
七
" 
鬼
一
法
眼
三
略
卷
(

上
の
巻
、
下
の
巻
)

八
二
八
" 
三
勝
半
七
酒
屋
 

八
二
九
ッ

 
敵
討
巖
流
島
(

木
曽
山
の
場
)

六
三
〇
〃 
関
口
武
勇
伝

六三一
六三二

六
三
三

六
三
四

六
三
五

六
三
六

六
三
七

六
三
八

六
三
九
 

六
四
〇

六四一
六四二

六
四
三

六
四
四

六
四
五

六
四
六

六
四
七

六
四
八

六
四
九
 

六
五
〇

六五一
六五二

六
五
三

六
五
四

六
五
五

六
五
六

題
名
関
口
武
勇
伝
 

敵
討
筑
後
曙
関
口
弥
太
郎
一
代
記
 

敵
討
近
江
八
景
義
名
誉
 

敵
討
高
砂
松

日
本
晴
伊
賀
復
簪
(

笹
川
丹
右
衛
門
)

敵
討
優
曇
華
亀
山
(

小
石
川
家
鏈
之
段
)

佐
渡
ヶ
島
大
仇
討

金
森
実
記
白
狐
の
七
草
(

細
川
越
中
守
館
)

金
森
大
助

檜
木
山
実
記
(

刀
屋
太
吉
住
家
の
場
他
二
場
)

 

講
談
檜
山
木
実
記
 

神
明
恵
和
合
取
組

蝶
卜
白
狐
観
音
利
生
記
(

大
序
よ
り
敵
討
迄
)

 

成
田
利
生
記

天
神
護
法
錦
織
事
創
立
之
伝
 

蛇
母
済
度
定
禅
法
橋
住
家
 

三
十
三
所
壺
坂
和
生
記
(

山
之
段
)

菅
原
天
神
記
(

安
居
の
御
座
船
場
)

天
人
の
ぅ
た
、
き
ん
し
ょ
く
事
 

御
文
章
石
山
軍
記
 

石
山
本
願
寺
十
一
代
願
如
上
人
 

僧
侶
劇
台
詞
日
家
恵
 

弘
法
大
師
一
代
記
 

森
の
石
松
 

嵐
花
五
郎
 

辰
見
花
五
郎

六
五
七
年
月
未
詳

 
出
入
ノ
湊
新
町
ば
し
 

六
五
八
" 
吉
良
の
仁
吉
 

六
五
九
か

 
風
流
男
花
笠
文
次
 

六
六
〇
//白
浪
五
人
男
 

六
六
一
" 
小
町
奴
 

六
六
二
//小
町
奴
長
吉
 

六
六
三
ッ

 
実
録
小
町
奴
 

六
六
四
" 
浪
花
祭
礼
宿
無
円
七
 

六
六
五
" 
侠
客
観
音
円
次
 

六
六
六
" 
観
音
円
次
一
代
記
 

六
六
七̂

 
勢
力
富
五
郎
の
一
代
記
 

六
六
八
ッ

 
怏
客
勢
力
富
五
郎
 

六
六
九
〃 
怏
客
春
雨
傘
 

六
七
〇
ッ

 
安
政
東
男
牛
若
長
吉
 

六
七
一
" 
安
政
東
白
浪
 

六
七
ニ
ッ

 
牛
若
小
僧
長
吉
伝
 

六
七
三
ッ

 
怏
客
牛
若
長
次
 

六
七
四
ッ

 
次
郎
長
裸
道
中
 

六
七
五
" 
怏
客
勢
力
 

六
七
六
ッ

 
尾
州
五
人
男
小
鉄
譚
 

六
七
七
//小
鉄
騒
動
劇
 

六
七
八
ッ

 
和
田
合
戦
女
舞
鶴
 

六
七
九
ッ

 
平
相
国
日
扇
物
語
 

六
八
〇
//黒
田
誠
士
誉
 

六八ー 
ガ 
須
磨
浦
源
平
津
々
子

六
八
二
" 
和
田
合
戦
女
舞
鶴
(

前
)

、松
前
屋
五
郎
兵
衛
(

二
番
目
)

六
八
三

六
八
四

六
八
五

六
八
六

六
八
七

六
八
八

六
八
九
 

六
九
〇
 

六
九I

六九二
六
九
三

六
九
四

六
九
五

六
九
六

六
九
七

六
九
八

六
九
九 

七
〇
〇
 

七〇一 
七
〇
二 

七
〇
三 

七
〇
四 

七
〇
五 

七
〇
六 

七
〇
七
 

七
〇
八

三
代
記
(

七
ッ
目
)

船
弁
慶

曽
我
敷
皮
問
屋
 

勧
進
帳
(

対
面
之
場
)

有
職
鎌
倉
山

傾
城
石
川
染

傾
城
恋
迺
緑

傾
城
染
分
綱

傾
城
阿
波
鳴
戸

阿
波
鳴
戸

国
訛
嫩
笈
摺

派
手
姿
廓
の
達
引

恋
恨
続
面
影
影
(

隅
田
川
の
場
)

積
恋
雪
関
扉

黒
手
組
曲
輪
達
引

伊
達
模
様
恋
情
染
分
手
綱

恋
飛
脚
大
程

東
海
道
二
人
与
作

東
海
道
五
人
与
作

道
中
膝
栗
毛

陽
気
賑
駅
路
笑
草

道
中
亀
山
噺

道
中
溜
木
の
亀
山
(

関
所
の
場
)

 

伊
賀
越
道
中
双
六
 

伊
賀
越
(

新
関
の
場
)

屬
信
礎
奥
国
双
紙

市
川
百
十
郎
資
料
目
録

二七



市
川
百
十
郎
資
料
目
録

二
八

七
〇
九
年
月
未
詳
 

七
一
〇
ク

七
一
四

七
一
五

七
一
六

七
一
七

七
一
八

七
一
九一〇

七一
七
三
二

七
三
三

七
三
四

東
山
桜
荘
子
 

夢
余
波
徴
兵
美
談
 

凱
鳴
海
軍
記
 

姐
妃
百
物
語
 

君
臣
船
浪
宇
和
嶋
 

江
戸
祭
徳
川
源
氏
 

巌
石
碎
瀑
布
勢
力
 

天
保
水
滸
伝
 

三
頭
噺
高
座
新
作
 

有
馬
快
猫
伝
 

三
家
三
勇
士
 

御
三
家
三
勇
士
 

紀
州
三
勇
士
 

博
多
三
勇
士
 

竹
之
内
大
蔵
 

大
蔵
の
上
る
り
成
 

大
蔵
郷
 

再
大
蔵

浅
間
嶽
面
影
草
紙
 

出
世
相
撲
恨
金
鍔
 

関
取
二
代
鏡
 

極
彩
色
娘
扇
 

孝
子
娘
噂
菜
種
 

莉
萱
桑
門
築
葉
□

河
萱
(

守
宮
酒
の
段
)

 

篠
葉
山
瀧
夜
叉

七
三
五
年
月
未
詳
 

七
三
六
"

八
三
七
々
 

八
三
八
"

八
三
九
"

八
四
〇
//

八四
 

一
//

八
四
二
〃

八
四
三
//

八
四
四
//

八
四
五
//

八
四
六
〃

八
四
七
〃

八
四
八
//

八
四
九
 
"

八
五
〇
夕
 

八
五
一
//

八
五
二
//

八
五
三
//

八
五
四
//

八
五
五
//

八
五
六
//

八
五
七
//

八
五
八
//

八
五
九
ガ 

八
六
〇
ク

瀧
夜
叉

武
蔵
の
茶
港
、
赤
穂
の
塩
港
誠
忠
録
続
礎

関
取
二
代
鏡

出
世
相
撲
恨
金
鍔

浅
間
嶽
面
影
草
紙

浪
花
祭
稲
荷
無
用
七

夏
祭
浪
花
鑑

夏
祭
り
浪
花
ノ
鑑

筒
井
政
談
野
狐
三
次

吾
妻
採
筒
井
政
談

幡
随
長
兵
衛

極
附
幡
随
長
兵
衛

金
角
鍔
用
力
達
引

長
兵
衛
殿
へ
(

横
川
五
郎
蔵
ょ
り
)

鈴
森
波
打
寄
 

実
伝
水
戸
黄
門
漫
遊
記
 

水
戸
黄
門
実
記
筋
書
 

宇
都
宮
釣
天
井
 

宇
都
宮
錦
釣
夜
具
 

嫗
山
姥

山
姥
四
季
の
花
形
 

夜
雨
鐘
四
ッ
谷
怪
談
 

優
風
流
景
清
外
伝
 

娘
景
清
八
島
日
記
(

日
向
嶋
の
段
)

遠
山
名
政
談
(

亀
井
戸
天
神
橋
の
場
他
)

 

政
談
恋
畦
倉

八
六
一
年
月
未
詳

 
大
岡
仁
政
録

八
六
ニ
ッ

 
碁
盤
太
平
記
(

山
科
閑
居
の
場
、
下
郎
岡
平
)

 

八
六
三
ッ

 
碁
太
平
記
白
石
噺
(

新
吉
原
の
段
)

八
六
四
ッ

 
五
郎
正
宗
孝
子
伝

八
六
五
" 
五
郎
正
宗

八
六
六
ッ

 
豊
川
利
生
記

八
六
七
〃 
大
久
保
政
談
武
蔵
鎧

八
六
八
ッ

 
吉
田
殿
鹿
子
振
袖
(

二
段
目
、
五
段
目
)

八
六
九
" 
吉
田
御
殿
鹿
の
子
振
袖
 

八
七
〇
ッ

 
吉
田
殿
鹿
子
振
袖
 

八
七
一
〃 
堀
川
藤
弥
太
物
語
 

八
七
二
〃 
藤
弥
太
 

八
七
三
〃 
軽
財
鑑
塩
原
太
助
一
代
記
 

八
七
四
" 
塩
原
太
助
一
代
記
 

八
七
五
〃 
小
笠
原
 

八
七
六
か

 
お
が
さ
わ
ら
す
じ
書
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七
七
ッ

 
鈴
木
主
水
一
代
記
 

八
七
八
//神
霊
矢
口
渡

八
七
九
ッ

 
金
毛
九
尾
白
狐
由
来
(

安
部
安
清
開
腹
場
)

八
八
〇
ッ

 
曦
袂
玉
藻
前
(

金
藤
治
)

八八ー 
ガ 
や
ん
ち
ゃ
の
虎
吉
 

八
八
二
" 
や
ん
ち
ゃ
寅
吉
 

八
八
三
〃 
橋
供
養
楼
恋
文
覚
 

八
八
四
" 
伏
見
義
民
伝
 

八
八
五
" 
四
季
模
様
白
縫
譚
 

八
八
六
〃 
四
季
模
様
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八
八
七

八
八
八

八
八
九
 

八
九
〇

八九一
八九二

八
九
三

八
九
四

八
九
五

八
九
六

八
九
七

八
九
八

八
九
九
 

九
〇
〇
 

九〇一 
九
〇
二 

九
〇
三
 

九
〇
四

九
〇
五

九
〇
六

九
〇
七

九
〇
八

九
〇
九

年
月
未
詳 
吉
備
大
臣
支
那
譚
 

//尾
張
大
八
幼
双
紙
 

//十
二
時
昼
夜
時
計
 

" 
東
叡
山
農
夫
願
書
 

//御
所
桜
踊
川
夜
討
 

//芝
居
御
所
桜
三
段
目
 

〃 
千
両
幟
 

ク 
実
禄
千
両
幟
 

〃 
江
戸
桜
清
水
清
玄
 

//清
水
清
玄
 

〃 
大
和
美
談
忠
死
魁
 

//立
廻
り
帳I

〇
脚
本
関
係
(
•

二
七
点
)

歌
舞
伎
脚
本
(

六
点
)

年
月
未
詳 
黄
金
盛
伊
達
実
録
(

肴
屋
之
段
)

//良
弁
杉
春
日
灯
籠
(

二
場
)

ク 
忠
臣
蔵
(

五
段
目
)

ク 
當
ル
狂
言
出
世
太
閤
記
(

信
長
御
殿
長
短
の
場
)

 

ク 
増
補
忠
臣
蔵
(

本
蔵
下
屋
敷
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明
治
四
三
年
二
月
 
千
穐
萬
歳

青
年
歌
舞
伎
.

新
劇
脚
本
(
■
•
•

点
)

昭
和
二
五
年
一
〇
月
阿
波
之
鳴
門
下
之
卷
(

岩
田
獅
子
連
中
)

昭
和
三
〇
年
一
〇
月
大
石
と
立
花
(

笠
松
町
米
野
青
年
団
)

昭
和
三
三
年 
小
町
奴
長
吉
(

第
三
支
部
青
年
団
)

昭
和
三
六
年
度
 
赤
い
陣
羽
織
(

藤
井
本
郷
支
部
青
年
団
)

年
月
未
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鬼
女
と
綱
(

神
桜
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子
部
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舞
劇
)
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未
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九
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三
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四

九
一
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九
一
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九
一
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九
一
九
 

九
二
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九
二
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九
ニ
ニ

九
二
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九
二
四

九
二
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九
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九
二
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九
二
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九
二
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九
三
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九
三
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三
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九
三
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三
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助
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梅
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子
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松
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羽
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萩
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さ
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編
集
後
記

各
務
原
市
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
資
料
調
査
報
告
書
の
逐
次
刊
行
事
業
の
一
環
と
し
て
、
こ
こ
に
『各
務
原
市
資
料
調
査
報
告
書
』第
十
五
号
の
「市
 

川
百
十
郎
資
料
目
録
」
を
発
刊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
年
三
月
二
三
日
、
市
川
百
十
郎
(

本
名
加
藤
鈕
作
)
の
未
亡
人
で
、
衣
裳
の
着
付
け
指
導
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
加
藤
志
づ
爰
さ
ん
か
ら
、
故
 

人
の
遺
志
を
く
ん
で
と
い
う
こ
と
で
、
関
係
資
料
の
一
括
寄
託
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
目
録
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
他
の
事
業
と
並
 

行
し
て
進
め
て
い
た
た
め
思
う
よ
う
に
は
か
ど
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
成
三
年
度
に
入
り
、
目
録
の
刊
行
を
め
ざ
し
て
資
料
整
理
に
本
腰
を
入
れ
た
こ
と
 

も
あ
っ
て
、
よ
う
や
く
刊
行
に
こ
ぎ
着
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
て
市
川
百
十
郎
資
料
に
は
、
歌
舞
伎
の
外
題
関
係
を
は
じ
め
と
し
て
、
舞
台
衣
裳
に
い
た
る
ま
で
、
役
者
人
生
に
か
か
わ
る
一
千
九
百
点
以
上
に
及
 

ぶ
資
料
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
歌
舞
伎
に
つ
い
て
の
予
備
知
識
の
な
い
ま
ま
整
理
作
業
に
携
わ
っ
た
関
係
も
あ
り
、
外
題
関
係
の
分
類
に
あ
た
っ
て
は
、 

村
国
座
子
供
歌
舞
伎
の
指
導
者
で
あ
る
、
大
谷
白
菊
(

長
縄
き
ぬ
え
)
さ
ん
の
助
言
を
得
て
編
集
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て
感
謝
申
し
 

あ
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
間
、
目
録
集
の
刊
行
を
心
待
ち
に
し
て
お
ら
れ
た
加
藤
志
ず
糸
さ
ん
も
、
平
成
三
年
五
月
、
刊
行
を
見
ず
し
て
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
誠
 

に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
報
告
書
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ご
快
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
加
藤
慶
一
氏
を
は
じ
め
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
 

多
く
の
方
々
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

各
務
原
市
歴
史
民
俗
資
料
館

館
長
三
瓶
準

各
務
原
市
資
料
調
査
報
告
書
第
十
五
号

市
川
百
十
郎
資
料
目
録

平
成
四
年
三
月
十
五
日
 

編
集
発
刊
©
各
務
原
市
歴
史
民
俗
資
料
館

各
務
原
市
鵜
沼
三
ッ
池
町
六
丁
目
三
二
九
 

S

 
:
:
——

振

^
K
A
^

/i'.!
.
 

L
.
.
:

 
'

印
刷
西
濃
印
刷
株
式
会
社

岐
阜
市
七
軒
町一

五







各
務
原
市
図
書
館


